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Ｐ２・３　地デジの準備は万全ですか？
Ｐ４　　　知っていますか？　成年後見制度
Ｐ５　　　ストップ!!　児童虐待　ほか

人　口  　62,979 人    （－37）
　男　  　30,806 人    （－13）
　女　  　32,173 人    （－24）
世帯数　  23,852 世帯（±  0）

住民基本台帳人口（９月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

　地上アナログ波放送は来年７月に終了します。
電波中継局などの設備もデジタル放送への対応が
進んでいます。皆さんの準備は万全ですか？詳し
くは P2・3 をご覧ください。（写真は横川中継局
　右側の塔が新しく設置されたデジタル放送用）

地デジの準備は万全ですか？

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

Vol.56
11月1日号  
平成22年

市長対話の日
11 月 27 日（土）　支所　第２会議室
12 月はお休みです
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前 11 時 30 分まで
※都合により時間が変更になるこ
ともあります



　 地 デ ジ を 見 る た め に は 、 次 の よ

う な 準 備 が 必 要 で す 。

● 受 信 機 （ 家 庭 の テ レ ビ な ど ） に

つ い て は 次 の い ず れ か の 準 備

○ 地 デ ジ 対 応 の テ レ ビ （ デ ジ タ ル

チ ュ ー ナ ー 内 蔵 テ レ ビ ）

○ ア ナ ロ グ テ レ ビ で あ れ ば 地 デ ジ 用

チ ュ ー ナ ー の 取 付 け 、 ま た は 地 デ

ジ 対 応 チ ュ ー ナ ー 内 蔵 の 録 画 機

● ア ン テ ナ の 準 備

○ 現 在 使 用 し て い る ア ン テ ナ が Ｖ

Ｈ Ｆ の ア ン テ ナ で あ れ ば Ｕ Ｈ Ｆ

の ア ン テ ナ の 取 付 け

○ す で に Ｕ Ｈ Ｆ の ア ン テ ナ が 設 置

さ れ て い る 場 合 に は 、 受 信 機 の

準 備 を す れ ば そ の ま ま 見 ら れ ま

す 。 た だ し 、 場 所 に よ っ て は ア

ン テ ナ の 方 向 を 調 整 し た り 、 高

さ を 調 整 す る 必 要 が あ り ま す 。

　 ま た 、 Ｕ Ｈ Ｆ の ア ン テ ナ で も 劣

化 な ど が あ る 場 合 に は 取 り 替 え る

必 要 も あ り ま す の で 、 デ ジ サ ポ 群

馬 （ 群 馬 県 テ レ ビ 受 信 者 支 援 セ ン

タ ー ） な ど に ご 相 談 く だ さ い 。
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　 地 上 ア ナ ロ グ 放 送 の 受 信 設 備 を 設 置 し て い る 世 帯 で 、 経 済

的 な 理 由 に よ り 地 上 デ ジ タ ル 放 送 へ の 対 応 が 困 難 な 世 帯 、 具

体 的 に は 公 的 扶 助 受 給 世 帯 、 市 民 税 非 課 税 の 障 害 者 世 帯 、 社

会 福 祉 施 設 入 所 世 帯 の う ち 、 Ｎ Ｈ Ｋ 受 信 料 全 額 免 除 世 帯 で

あ っ て 地 上 デ ジ タ ル 放 送 未 対 応 の 世 帯 に 対 し て は 簡 易 チ ュ ー

ナ ー の 無 償 給 付 、 必 要 な 場 合 に は ア ン テ ナ 改 修 な ど の 支 援 が

あ り ま す 。

　 詳 し く は 総 務 省 地 デ ジ チ ュ ー ナ ー 支 援 実 施 セ ン タ ー に お 問

い 合 わ せ く だ さ い 。

　 地 デ ジ へ の 移 行 に 便 乗 し た 詐 欺 が 発

生 し て い ま す 。 身 に お ぼ え の な い 調 査 、

工 事 代 金 の 請 求 に は ご 注 意 く だ さ い 。

　 ま た 、 市 ま た は 総 務 省 な ど の 行 政 機

関 や 放 送 事 業 者 な ど が 調 査 や 工 事 な ど

を 理 由 に 現 金 や 振 り 込 み な ど の 請 求 を

す る こ と は 一 切 あ り ま せ ん の で 、 請 求

を 受 け た 場 合 に は す ぐ に 支 払 わ ず 、 デ

ジ サ ポ 群 馬 （ 群 馬 県 テ レ ビ 受 信 者 支 援

セ ン タ ー ） ま た は 市 役 所 秘 書 行 政 課 ま

で ご 連 絡 く だ さ い 。

平 成 23 年 ７ 月 を も っ て ア ナ ロ グ テ レ ビ 放 送 は 終 了 し 、 地 上 デ ジ タ ル テ レ ビ 放 送 に 移 行 し ま す の で 、

地 デ ジ の 準 備 を し な け れ ば テ レ ビ を 見 る こ と が で き な く な り ま す 。

地 デ ジ の 準 備 低 所 得 世 帯 へ の 地 デ ジ チ ュ ー ナ ー な ど の 支 援

地 デ ジ 詐 欺 に ご 注 意 く だ さ い

　 地 デ ジ の 準 備 を し て も 受 信

で き な い 状 況 が あ り ま し た

ら 、 デ ジ サ ポ 群 馬 （ 群 馬 県 テ

レ ビ 受 信 者 支 援 セ ン タ ー ） ま

た は 市 役 所 秘 書 行 政 課 ま で ご

連 絡 く だ さ い 。

● 新 た な 難 視 地 区

　 地 デ ジ の 準 備 を し て も 、 映

ら な い 場 合 が あ り ま す 。 原 因

と し て は い く つ か あ り ま す

が 、 地 形 な ど に よ り 電 波 が 遮

ら れ て し ま い 映 ら な い 場 合 が

あ り ま す 。

　 総 務 省 で は 関 東 広 域 地 上 デ

ジ タ ル 放 送 推 進 協 議 会 に よ る

調 査 の 結 果 に よ り 、 電 波 の 受

信 状 況 が 悪 い 地 区 は 「 あ ら た

な 難 視 地 区 」 に 指 定 し 、 補 助

事 業 な ど に よ る 対 策 案 の 提 案

を し て い ま す 。

● 暫 定 的 衛 星 利 用 に よ る 難 視 聴 対 策

　 新 た な 難 視 地 区 で 平 成 23 年

７ 月 の ア ナ ロ グ 放 送 終 了 ま で

に あ ら ゆ る 努 力 を 行 っ た と し

て も デ ジ タ ル 放 送 を 受 信 で き

な い 場 合 、 あ る い は デ ジ タ ル

化 対 策 が 間 に 合 わ な い 場 合 に

は 緊 急 避 難 措 置 と し て 、 衛 星

ア ン テ ナ の 無 償 貸 与 な ど に

よ っ て 地 上 デ ジ タ ル 放 送 を 衛

星 を 通 じ て 送 信 す る 事 に な っ

て い ま す 。

難 視 聴 対 策

　 安 中 遠 丸 中 継 局 は 、 11 月 中 旬 に 開 局 予 定 で す 。 受 信 可 能 予 想 範 囲 と 放 送 局 名 は 次 の と お り で

す 。

　 地 上 デ ジ タ ル 放 送 を 受 信 す る に は 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 対 応 の Ｕ Ｈ Ｆ ア ン テ ナ と 受 信 機 が 必 要

で す 。 詳 し い 受 信 方 法 や 受 信 可 能 範 囲 な ど に つ い て は 、 お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

遠 丸 局 受 信 可 能 エ リ ア ▼

※ 色 の 付 い て い る 範 囲 内 が 、 受 信 可 能 範 囲 で す が 、

中 継 局 方 向 が 見 通 せ な い 場 合 は 、 受 信 で き な い

地 域 も あ り ま す

※ 来 年 の ７ 月 ま で は 湯 沢 中 継 局 か ら ア ナ ロ グ 放 送

を 引 き 続 き 発 信 し ま す

安 中 遠 丸 地 上 デ ジ タ ル 放 送 中 継 局 か ら 放 送 を 開 始 し ま す
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知っていますか知っていますか知っていますか知っていますか知っていますか

成年後見制度
　

成
年
後
見
制
度
と
は
認
知
症
、
精
神
障
害
、
知
的

障
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

が
財
産
な
ど
の
面
で
不
利
益
を
被
っ
た
り
、
人
と
し

て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
そ

の
人
を
支
援
す
る
人
（
成
年
後
見
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な
ど
）
を
選
ぶ

こ
と
で
、
法
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的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。
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て
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介
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。
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防
ぎ
た
い
。
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一
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い
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で
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の
不
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対
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お
き
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。
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取
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が
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き
な

い
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ま
た
、
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見
制

度
は「
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見
」・「
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」・

「
補
助
」
の
３
つ
に
分
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、
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の
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現
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い

人
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対
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十
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く
な
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こ
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に
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え
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も
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で
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ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
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支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
？

ど
ん
な
と
き
に

　
　
　

利
用
す
れ
ば
い
い
の
？

成
年
後
見
制
度
の
種
類

　市では群馬県社会福祉士会の協力により、下記のとおり成年後見制度に関しての相談会を行ないます。
ご自身やご家族のことで心配なことがある人は、ぜひご参加ください。
※時間性・個別面談での相談会のため事前予約が必要です

開催日 ▼平成 23 年１月 19日（水）
場　所 ▼本庁または支所
　　　　※会場・時間は申し込み時にお問い合わせください
参加費 ▼無料

申込み・問合せ ▼

　12 月 24 日（金）までに本庁介護高齢課までお
申し込みください。
本庁介護高齢課（☎３８２－１１１１）
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９
月
６
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
19
日
間
の
日
程
で
平
成
22
年
第
３

回
安
中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
21
年
度
の
各
予
算
の
決
算

認
定
な
ど
、
16
議
案
を
市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
安
中
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
22
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
安
中
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
平
成
22
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　

と
は
保
護
者
が
子
ど
も
の
心
や
身
体
を
傷
つ
け
る
行
為

で
す
。
大
き
く
次
の
４
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

児
童
虐
待

　

保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
言
っ
て
も
子
ど
も
が
耐
え
が
た
い
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

虐
待
で
す
。
虐
待
は
家
庭
内
の
し
つ
け
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
と
人
格
形
成
に

重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
た
と
え
保
護
者
で
あ
っ
て
も
暴
行
罪
、
傷
害
罪
、
保
護
責
任
者
遺
棄
罪
、
強

制
わ
い
せ
つ
罪
な
ど
に
問
わ
れ
ま
す
。

　

虐
待
を
す
る
保
護
者
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
虐
待
を
す
る
保
護
者
は
、
育
児
へ
の
不
安
、
家
族
の
不
和
、

病
気
、
経
済
苦
、
地
域
か
ら
の
孤
立
な
ど
様
々
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

心
配
な
親
子
を
見
つ
け
た
ら
、
市
役
所
、
西
部
保
健
福
祉
事
務
所
、
西
部
児
童
相
談
所
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
親
子
の
様
子
を
確
認
し
、
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
可
能
な
ら
、
一
人
の
隣
人
と
し
て
「
心
配
し
て
い
る
よ
」
と
親
子
に
温
か
く
声
を
か
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

○
市
で
は
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
要
保
護
児
童
ら
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

支
援
を
図
る
た
め
に
、
地
域
社
会
や
関
係
機
関
が
連
携
し
、
支
援
の
協
議
を
行
う
場
と
し
て
「
安
中
市

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
▼

市
役
所
本
庁
子
ど
も
課
・
支
所
保
健
福
祉
課
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

西
部
保
健
福
祉
事
務
所
（
☎
３
２
２

－

３
１
３
０
）

西
部
児
童
相
談
所
（
☎
３
２
２

－

２
４
９
８
）

身

体

的

虐

待

ネ

グ

レ

ク

ト

（
養
育
の
放
棄
・
怠
慢
）

心

理

的

虐

待

性

的

虐

待

殴
る
、
蹴
る
、
床
に
落
と
す
、
た
ば
こ
の
火
を
押
し
付
け
る
、
異
物
を
飲
み

込
ま
せ
る
な
ど

食
事
や
風
呂
の
世
話
が
不
十
分
、
必
要
な
医
療
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど

ひ
ど
い
言
葉
で
お
び
え
さ
せ
る
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
著
し
い
差
別
的

扱
い
や
子
ど
も
の
目
の
前
で
の
Ｄ
Ｖ
な
ど

性
的
な
い
た
ず
ら
、
性
行
為
を
強
い
る
、
性
的
な
も
の
を
見
せ
る
な
ど
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国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査
国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査

個別健診個別健診は
11月で終了します11月で終了します
個別健診は
11月で終了します

国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査

　平成22年度の国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査は市内の下記医療機関で受診することができます。
　個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関で実施することをいいます。医療機関や市から
日時を指定することはありません。皆さんの都合のよい時に希望する医療機関で受診してください。
※集団健診は、８月３日（火）から行っています
期間 ▼11 月 30 日（火）まで　　　料金 ▼無料
健診機関 ▼下記の医療機関　（※印の医療機関は予約が必要です）

注意事項
◆受診票・受診券と保険証を必ず持参してください
◆受診票・受診券裏面の質問票は必ず記入してくだ
さい

◆65 歳以上の人で受診票右面に基本チェックリストが
ある人は必ず記入してください
◆午前中のみの受診となりますので、朝食を食べずに
受診してください

医療機関名
385-1511

381-0485

380-1717

381-2201

381-0448

380-1181

385-8255

385-1351

393-5311

ア ミ ヤ 医 院　　
有 坂 内 科 医 院　※
いのうえ整形外科内科クリニック　　
いわい中央クリニック　※
上 杉 医 院　※
大貫クリニック　※
岡 田 医 院　※
お に か た 医 院　※
くろ さ わ 医 院　　

385-8221

385-8551

382-8111

382-1123

385-7858

382-3131

382-2210

393-1731

393-1005

公 立 碓 氷 病 院　※
櫻 井 内 科 医 院　※
さわやかクリニック　　
正 田 病 院　※
城 田 医 院　※
須 藤 病 院　※
高 橋 医 院　※
田 口 医 院　　
武井内科循環器科　　

385-6031

393-1324

381-0229

382-1255

393-1301

384-1126

382-2510

半 田 内 科 医 院　　
藤 巻 医 院　　
堀 口 医 院　※
本 多 病 院　※
松 井 田 病 院　　
み や ぐ ち 医 院　※
茂 木 内 科 医 院　　

50音順

問合せ ▼本庁国保年金課国保係（☎３８２－１１１１）

その他
◆受診票・受診券は、個別健診・集団健診共通です
◆安中市国民健康保険の資格を喪失した場合または
後期高齢者医療制度加入者で市外に転出した場合
は、市から送付した受診票・受診券では受診でき
ません。すみやかに受診票・受診券を市へお返しく
ださい。資格喪失後に受診した場合は全額自己負
担になります
◆集団健診を受診した人は受診できません。重複して
受診した場合はあとから受けた健診費用は全額自
　己負担になります

◆事業所などにお勤めの人で、事業所などが行う健診
を受けた場合は、この健診を受ける必要はありま
せん。お手数ですが、健診結果を安中市へお知ら
せください
◆被用者保険の被扶養者の人の特定健康診査も上記
医療機関で受診することができます
◆安中市人間ドックを受診する人は、健診項目が重複
するため受診できません
◆各地区公民館などで実施される集団健診の受付時
間は、全日程で午前９時から11時 30 分となります。
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都
市
計
画
原
案
の
閲
覧
と
公
聴
会
を
実
施
し
ま
す

　

安
中
市
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
つ
い
て
変
更
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
変
更
案
の
閲
覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
変
更
は
西
毛
広
域
幹
線
道
路
の
事
業
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
３
・
３
・
10
号
南

北
中
央
幹
線
外
３
路
線
（
群
馬
県
決
定
）
お
よ
び
３
・
５
・
３
号
下
の
尻
茶
屋
町
線
（
安

中
市
決
定
）
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

都
市
計
画
原
案
の
閲
覧

○
対
象
と
な
る
都
市
計
画
原
案
お
よ
び
変
更
の
概
要

（
１
）
県
原
案
お
よ
び
概
要

　
　

安
中
都
市
計
画
道
路
（
３
・
３
・
10
号
南
北
中
央
幹
線
外
３
路
線
）
の
変
更

（
２
）
市
原
案
お
よ
び
概
要

　
　

安
中
都
市
計
画
道
路
（
３
・
５
・
３
号
下
の
尻
茶
屋
町
線
）
の
変
更

○
閲
覧
に
つ
い
て

閲
覧
会
場
・
問
合
せ
▼

閲
覧
期
間
▼
11
月
５
日
（
金
）
〜
19
日
（
金
）（※

土
・
日
曜
は
除
き
ま
す
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

日
時
▼
12
月
３
日
（
金
）　

午
後
７
時
〜

会
場
▼
安
中
市
役
所
本
庁　

３
０
５
会
議
室
（
３
階
）

公
聴
会
の
傍
聴
▼
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

公
述
申
出
書
の
提
出
▼

　

公
聴
会
で
公
述
を
希
望
す
る
人
は
、「
公
述
申
出
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
公
述
申
出
書
」
に
は
必
要
事
項
の
ほ
か
、
都
市
計
画
原
案
に
つ
い
て
の
利
害
関
係
お
よ

び
意
見
の
要
旨
（
４
０
０
字
以
内
）
を
記
入
し
、
県
原
案
に
つ
い
て
は
県
都
市
計
画
課
、

市
原
案
に
つ
い
て
は
市
都
市
整
備
課
に
、
そ
れ
ぞ
れ
11
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
到
着
す
る

よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
公
述
申
出
書
の
様
式
は
自
由
で
す
が
、
各
閲
覧
会
場
に
て
参

考
様
式
を
配
布
し
ま
す
。

公
述
人
の
選
定
▼

　

公
述
の
希
望
者
で
同
じ
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
場
合
は
、
公
述
人
を
県
知
事
ま
た
は

市
長
が
選
定
し
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
公
述
人
は
、
代
理
人
に
意
見
を
陳
述
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
代
理
委
任
状
を
提
出
し
、
議
長
の
承
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

　

ま
た
、
文
書
に
よ
り
意
見
の
提
示
を
す
る
事
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
議
長
に
よ
る

文
書
の
朗
読
を
も
っ
て
意
見
の
陳
述
に
替
え
ま
す
）

申
込
締
切
日
▼
11
月
19
日
（
金
）
必
着

※

公
述
人
が
な
い
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す

※

中
止
の
場
合
は
、
公
聴
会
開
催
予
定
日
の
１
週
間
前
に
群
馬
県
都
市
計
画
課
、
安
中
市

都
市
整
備
課
に
そ
の
旨
を
掲
示
し
ま
す

公
述
申
出
書
の
提
出
先
▼

※

両
原
案
と
も
郵
送
の
他
、
各
閲
覧
会
場
経
由
で
も
提
出
が
可
能
で
す

　

前
橋
市
内
の
国
道
17
号
を
起
点
と
し
、
高
崎
市
、
旧
箕
郷
町
、
旧
榛
名
町
、

安
中
市
を
経
て
、
富
岡
市
の
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
ま
で
が
計
画
さ
れ
て
い

る
延
長
約
28
㎞
の
道
路
で
す
。
前
橋
・
高
崎
・
安
中
・
富
岡
地
域
を
つ
な
ぐ
広

域
幹
線
道
路
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
、
地
域
間
の

交
流
・
連
携
の
強
化
、地
域
の
産
業
・
経
済
の
活
性
化
と
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

西毛広域
幹線道路とは県

原
案

市
原
案

群
馬
県
都
市
計
画
課
（
☎
０
２
７

－

２
２
６

－

３
６
５
４
）

安
中
土
木
事
務
所
企
画
調
査
係
（
☎
３
８
２

－

１
３
５
０
）

安
中
市
都
市
整
備
課
計
画
開
発
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

安
中
市
都
市
整
備
課
計
画
開
発
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

県
原
案

市
原
案

〒
３
７
１

－

８
５
７
０　

前
橋
市
大
手
町
１

－

１

－

１

群
馬
県
都
市
計
画
課

〒
３
７
９

－

０
１
９
２　

安
中
市
安
中
１

－

23

－

13

安
中
市
都
市
整
備
課
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振 り 込 め 詐 欺 に ご 注 意 く だ さ い

・ 銀 行 協 会 な ど の 職 員 が キ ャ ッ シ ュ カ ー ド ・ 通 帳 を 預 か る こ と は あ り ま せ ん !!

・ 郵 送 や 訪 問 に よ り 、 キ ャ ッ シ ュ カ ー ド を 回 収 す る こ と は あ り ま せ ん !!

・ キ ャ ッ シ ュ カ ー ド の 暗 証 番 号 は 他 人 に 教 え て は い け ま せ ん !!

詐 欺 の 種 類 防 犯 の 心 得

家 族 へ の 愛 情 に つ け 込 む

「 オ レ オ レ 詐 欺 」

郵 便 や メ ー ル で だ ま す

「 架 空 請 求 詐 欺 」

人 の 弱 み に つ け 込 む

「 融 資 保 証 金 詐 欺 」

税 金 な ど の 払 い 戻 し が あ る と 誘 う 

「 還 付 金 等 詐 欺 」

⬇
⬇

⬇
⬇

家 族 し か 知 ら な い 合 言 葉 を 決 め て 、 本

当 の 息 子 ・ 孫 か を 確 認 し ま し ょ う 。

身 に 覚 え が な い 話 は 無 視 し 、 疑 問 が あ っ た

ら 事 実 を 確 認 し 、 警 察 に 相 談 し ま し ょ う 。

う ま い 話 に は 十 分 に 注 意 し 、 家 族 や 警

察 に 相 談 し ま し ょ う 。

公 的 な 機 関 が 電 話 で 還 付 金 の 連 絡 を す

る こ と は あ り ま せ ん 。

振 り 込 む 前 に 、 電 話 で 相 談 を !!

振 り 込 め 詐 欺 被 害 防 止 ホ ッ ト ラ イ ン （ 24 時 間 受 付 ）

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ４

－

５ ４ ５ ４ ）

ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ
ト
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
!!

　「
出
会
い
系
サ
イ
ト
規
制
法
（
※
１
）」
に
よ
り
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
関
係
し
た
犯
罪
被
害
が
減
少
す
る
一
方
、
プ
ロ

フ
や
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
犯
罪
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
「
有
害
サ
イ
ト
規
制
法
（
※
２
）」
が
施
行
さ
れ
、
保
護
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
保
護
す
る
青
少

年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
適
切
に
管
理
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
も
た
ら
す
危
険
性
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
、
子
ど
も
が
有
害

情
報
の
悪
影
響
に
よ
り
犯
罪
の
被
害
な
ど
を
受
け
な
い
よ
う
注
意
す
る
と
と
も
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
周
り
の
大
人
は
、
青
少
年
に
何
が
良
く
て
何
が
い
け
な
い
の
か
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

※
１
：「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」

　
　
　
平
成
15
年
９
月
施
行
、
同
法
の
改
正
：
平
成
20
年
12
月
施
行

※
２
：「
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

　
　
　
平
成
21
年
４
月
１
日
施
行

　
家
族
で
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
危
険
な
サ
イ
ト
が
あ
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
安
全
に
使
う
た
め
次
の
よ

う
な
「
我
が
家
の
ル
ー
ル
」
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 ②
　
個
人
情
報
は
絶
対
に
教
え
な
い

④
　
他
人
を
傷
つ
け
た
り
、
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
書
き
込
ま
な
い

⑥
　
ネ
チ
ケ
ッ
ト
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
と
き
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
）
を
学
習
す
る

⑧
　
料
金
の
上
限
を
決
め
る

⑩
　
自
分
の
部
屋
で
は
使
わ
な
い

①
　
必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
す
る

③
　
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
は
会
わ
な
い

⑤
　
学
校
の
ル
ー
ル
に
従
う

⑦
　
約
束
を
破
っ
た
ら
使
用
禁
止
に
す
る

⑨
　
利
用
す
る
時
間
を
決
め
る

群
馬
県
警
か
ら
の
お
知
ら
せ

群
馬
県
警
か
ら
の
お
知
ら
せ 保 護 者 の 皆 さ ん へ

子 ど も た ち と 「 我 が 家 の ル ー ル 」 を 作 り ま し ょ う

子 ど も が 犯 罪 被 害 に 遭 わ な い た め に !!

　 外 で は な る べ く 友 達 と 一 緒 に

行 動 し ま し ょ う 。 １ 人 の と き は

周 囲 に 気 を 配 り 、 人 家 の あ る 明

る い と こ ろ を 選 ん で 行 動 す る よ

う に 指 導 し て く だ さ い 。

○ １ 人 に な ら な い

　 声 を か け ら れ た ら 、 大 人 が 手

を 伸 ば し て も 届 か な い 距 離 を 保

つ こ と や 、 知 っ て い る 人 で も 「 お

家 の 人 に 聞 い て か ら 」 と 言 う よ

う に 指 導 し て く だ さ い 。

○ 知 ら な い 人 に

　 　   つ い て い か な い

親 子 で 通 学 路 の 安 全 を 確 認 し ま し ょ う

　 子 ど も が 助 け を 求 め て き た ら 、

警 察 へ の 通 報 や 親 へ の 連 絡 な ど

の 対 応 を し て く れ る 家 で す 。 通

学 路 に は 何 軒 か あ り ま す の で 、

あ ら か じ め 親 子 で 確 認 し て お き

ま し ょ う 。

○ 「 子 ど も 安 全 協 力 の 家 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 確 認

　 万 一 、 知 ら な い 人 に 身 体 を つ

か ま れ る な ど 危 険 な こ と が あ っ

た ら 、 大 声 で 助 け を 呼 ぶ よ う に

指 導 し て く だ さ い 。 近 く の 店 や

家 に 逃 げ 込 む こ と も 教 え ま し ょ

う 。
○ 危 険 な と き は 大 声 で 叫 ぶ

　 外 出 す る と き は 、 誰 と ど こ に

行 く か 、 何 時 ご ろ に 帰 る か な ど

を 家 族 に 伝 え て か ら 出 か け る よ

う に 繰 り 返 し 指 導 し ま し ょ う 。

○ 外 出 先 を 親 に 言 う

　 人 家 や 街 灯 の 少 な い と こ ろ や 、

通 り か ら 死 角 に な る と こ ろ な ど 、

大 人 か ら 見 て 危 険 と 思 わ れ る 場

所 を 子 ど も と 一 緒 に 確 認 し 「 こ

こ に は 近 づ か な い で ね 」 な ど と

注 意 し て お き ま し ょ う 。

○ 危 険 な 場 所 の 確 認

少 し の 油 断 が 悲 惨 な 事 故 に

高 齢 者 の 死 亡 事 故 が 激 増 し て い ま す

連 絡 先 ▼

群 馬 県 警 察 本 部 （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ４ ３

－

０ １ １ ０ ）

安 中 警 察 署 （ ☎ ３ ８ １

－

０ １ １ ０ ） ま た は 近 く の 駐 在 所 へ

　 い つ も 使 っ て い る 道 路 で は 自 然 と 注 意 が 散 漫 に な り が ち で す 。 慣 れ た 道 路

ほ ど 危 険 が 潜 ん で い ま す 。 道 路 を 渡 る と き や 一 時 停 止 ・ 見 通 し の 悪 い 交 差 点

を 通 過 す る と き は 必 ず 止 ま っ て 安 全 を 確 認 し て く だ さ い 。

歩 い て い る と き… 「 歩 行 速 度 」 と 「 車 両 の 進 行 速 度 （ 自 分 と の 距 離 ） 」

を し っ か り 意 識 し ま し ょ う

自 転 車 に 乗 っ て い る と き… 「 し っ か り 止 ま る 」 こ と を 意 識 し ま し ょ う

○ 高 齢 運 転 者 に 多 い 事 故 形 態 と そ の 対 策

　 長 時 間 の 運 転 で 注 意 が 散 漫 に な る 「 ぼ ん や り 運 転 」 や カ ー ス テ レ オ な ど を

操 作 し よ う と し て の 「 脇 見 運 転 」 で 対 向 車 線 や 歩 道 に は み 出 し て し ま う 事 故

←

適 度 な 休 息 を 取 る な ど 、 慎 重 な 運 転 を 心 が け ま し ょ う

○ 高 齢 歩 行 者 ・ 自 転 車 利 用 者 に 多 い 事 故 形 態 と そ の 対 策

無 理 な 横 断 に よ る 横 断 中 の 事 故

⬇

横 断 歩 道 が あ る と こ ろ で は 横 断 歩 道

を 渡 り ま し ょ う

夜 間 横 断 中 の 事 故

⬇

夜 間 は 反 射 材 を 身 に 付 け て 、 昼 間 以 上

に 左 右 の 十 分 な 安 全 を 確 認 し ま し ょ う

一 時 停 止 交 差 点 で の 事 故

⬇

一 時 停 止 場 所 で は 必 ず 止 ま っ て 、 安

全 を 確 認 し ま し ょ う

　 加 齢 に 伴 う 身 体 機 能 の 変 化 に よ り 、

歩 行 速 度 が 遅 く な る ほ か 、 危 険 の 発 見

や 回 避 も 遅 れ が ち に な り ま す 。

　 無 理 の な い 行 動 を 心 が け る こ と が 大

切 で す 。

〈 最 近 の だ ま し の 新 手 口 〉

○ 警 察 官 な ど を 騙 っ た オ レ オ レ 詐 欺

　 　 警 察 官 を 騙 り 「 あ な た の キ ャ ッ シ ュ カ ー ド が 犯 罪 に 使 用 さ れ た 。 」 な ど の

虚 言 を 用 い て 被 害 者 か ら 暗 証 番 号 を 聞 き 出 し 、 被 害 者 宅 を 訪 問 し て キ ャ ッ

シ ュ カ ー ド を 騙 し 取 り 、 Ａ Ｔ Ｍ か ら 現 金 を 引 き 出 す 。

○ 息 子 な ど を 騙 っ た オ レ オ レ 詐 欺

　 　 息 子 を 騙 り 「 ト イ レ に 携 帯 電 話 を 落 と し 、 電 話 番 号 が 変 わ っ た 。 」 な ど と

事 前 に 電 話 を か け 、 そ の 後 「 会 社 の 金 を 使 い 込 ん だ 。 」 、 「 不 倫 の 示 談 金 が 必

要 。 」 な ど と 虚 言 を 用 い て 現 金 を 指 定 口 座 に 振 り 込 ま せ る 。

な ど の 手 口 に よ る 被 害 が 多 発 し て い ま す 。

〈 防 犯 の 心 得 〉

〈 こ ん な 詐 欺 に も ご 注 意 く だ さ い 〉

か た
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 市
民
の
皆
さ
ん
に
、市
役
所
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
ご

理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
と
お
り
平
成
21
年
度
の

市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、よ
り
詳
細
な
公
表
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
 h
tt
p:
//
w
w
w
.c
ity
.a
nn
ak
a.
gu
nm
a.
jp
/）
 で
公

開
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

▼職
員
課
職
員
係
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

３
．職
員
の
勤
務
時
間
・
そ
の
他
勤
務
条
件

（
1）
勤
務
時
間

１
週
間
の
勤
務
時
間
…
38
時
間
45
分

始
業
時
間
…
午
前
８
時
30
分

終
業
時
間
…
午
後
5
時
15
分

（
2）
休
暇
の
種
類

年
次
有
給
休
暇
・
病
気
休
暇
・
特
別
休
暇
・
介
護
休
暇

（
3）
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業

育
児
休
業
…
子
の
養
育
の
た
め
そ
の
子
が
３
歳
に
達
す
る
日

ま
で
取
得
で
き
ま
す
。

部
分
休
業
…
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
場

合
に
1日
2
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
で
取
得
で
き
ま
す
。

１
．職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員
数

（
1）
職
員
の
任
免
状
況（
平
成
21
 年
度
中
　
医
療
職
含
む
）

採
用
者
数
…
32
人
　
退
職
者
数
…
37
人

（
2）
職
員
数
の
状
況

ア
　
部
門
別
職
員
数
の
状
況

４
．職
員
の
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分

（
1）
分
限
処
分

職
員
の
勤
務
実
績
が
良
く
な
い
、
そ
の
職
に
必
要
な
適
正
を

欠
く
な
ど
の
場
合
に
行
わ
れ
る
処
分
で
、免
職
・
休
職
・
降
任
・

降
給
が
あ
り
ま
す
。

（
2）
懲
戒
処
分

職
員
が
職
務
上
の
義
務
違
反
や
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
非
行
を
行
っ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
処
分
で
、
免
職
・
停

職
・
減
給
・
戒
告
が
あ
り
ま
す
。

イ
　
年
齢
別
職
員
構
成
の
状
況（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

合
計
…
69
9
人

ウ
　
定
員
管
理
の
数
値
目
標
お
よ
び
進
捗
状
況

ア
　
平
成
17
年
4
月
1
日
～
平
成
22
年
4
月
1
日
に

お
け
る
定
員
管
理
の
数
値
目
標

イ
　
定
員
管
理
の
数
値
目
標
の
年
次
別
進
捗
状
況
（
実

績
）の
概
要

５
．職
員
の
服
務

営
利
企
業
等
の
従
事
状
況

職
員
が
営
利
企
業
等
に
従
事
す
る
こ
と
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

消
防
団
な
ど
の
活
動
に
は
許
可
を
得
て
従
事
さ
せ
て
い
ま
す
。

６
．職
員
の
研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の
評
定

（
1）
研
修
の
実
施
状
況（
主
な
も
の
）

ア
　
一
般
研
修
　
　
5
種
　
受
講
者
数
　
　
　
 5
5
人

イ
　
特
別
研
修

ア
　
専
門
研
修
　
6
種
　
受
講
者
数
の
べ
1,
11
1
人

イ
　
派
遣
研
修
   
11
種
　
受
講
者
数
　
　
 　
67
人

ウ
　
自
主
研
修
　
   
　
　
受
講
者
数
 　
　
　
  5
人

（
2）
勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

勤
務
成
績
の
評
定
に
つ
い
て
は
制
度
の
確
立
・
運
用
に
向
け

て
準
備
し
て
い
ま
す
。

７
．職
員
の
福
祉
お
よ
び
利
益
の
保
護

（
1）
 職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
対
策

毎
年
、
定
期
健
康
診
断
を
実
施
し
、
職
員
の
健
康
の
保
持
増

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
2）
職
員
厚
生
会
に
対
す
る
助
成
の
状
況

８
．公
平
委
員
会
の
業
務

（
1）
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
の
状
況

平
成
21
年
度
に
お
い
て
、措
置
要
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
2）
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
て
の
状
況

平
成
21
年
度
に
お
い
て
、不
服
申
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
各
年
4
月
1
日
現
在

※
計
画
期
間
は
平
成
17
～
22
年
の
５
年
間
で
す
。

※
普
通
会
計
部
門
に
お
け
る
人
口
10
,0
00
人
あ
た
り
職
員
数
68
.1
5

人（
類
似
団
体
の
人
口
10
,0
00
人
当
た
り
職
員
数
80
.1
6
人
）

区
分

部
門

合
計

教
育

　
小
　
計
　

病
院

水
道

下
水

道
そ
の

他
　
小
　
計
　

議
会

総
務

税
務

民
生

衛
生

労
働

農
林
水
産

商
工

土
木

　
計
　

職
員

数
対
前
年

増
減
数

Ｈ
20
5

10
0 37 61 52 2 33 8 40 33
8
11
0

44
8

19
5 37 10 38 28
0

72
8

Ｈ
21
5 98 37 59 51 1 33 8 38 33
0

10
3

43
3

18
0 37 10 39 26
6

69
9

0 -2 0 -2 -1 -1 0 0 -2 -8 -7 -1
5
-1
5 0 0 1
-1
4
-2
9

普 通 会 計 部 門

一 般 行 政 部 門

公 営 企 業 等 会 計 部 門

職
員
数

区
分

3
人

20
歳

未
満

13
人

20
～

23
歳

47
人

24
～

27
歳

69
人

28
～

31
歳

85
人

32
～

35
歳

84
人

36
～

39
歳

職
員
数

区
分

59
人

40
～

43
歳

63
人

44
～

47
歳

71
人

48
～

51
歳

97
人

52
～

55
歳

10
1
人

56
～

59
歳

7人60
歳

以
上

78
6
人

平
成
17
年
４
月
１
日

職
員
数

72
5
人

平
成
22
年
４
月
１
日

職
員
数

61
人

純
減
数

7.7
%

純
減
率

区
分

部
門

職
員
数

増
減（
累
計
）

職
員
数

増
減（
累
計
）

職
員
数

増
減（
累
計
）

職
員
数

増
減（
累
計
）

33
4
-5
5
11
1 -6 28
0 0

72
5
-6
1

一
般
行政

教
育

公
営
企
業

等
会
計

　
計
　

38
9 － 11
7 － 28
0 － 78
6 －

H1
7年

計
画
始
期

37
5
-1
4
11
7 0

27
8 -2

77
0
-1
6

H1
8
年

１
年
目

35
0
-2
5
11
2 -5 27
1 -7

73
3
-3
7

H1
9
年

2年
目

33
8 -12 11
0 -2

28
0 9

72
8 -5

H2
0
年

３
年
目

数
値
目
標

（
参
考
）

33
0 -8 10
3 -7

26
6
-1
4

69
9
-2
9

H2
1年

4
年
目

（
2）
職
員
給
与
費
の
状
況（
平
成
21
年
度
普
通
会
計
決
算
）

職
員
数

Ａ

43
2
人

1,7
53,
211
千円

212
,69
8千
円

63
8,5
57
千
円

2,6
04,
466
千円

6,0
28
千
円

１
人
当
た
り

給
与
費

（
Ｂ
/Ａ
）

２
．職
員
の
給
与

（
1）
人
件
費
の
状
況（
平
成
21
年
度
普
通
会
計
決
算
）

（
6）
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
等
の
状
況

（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

住民
基本

台帳
人口

（平
成
21
年度

末
)

63
,17
8
人

歳
出
額
Ａ

22
,57
5,1
59
千円

実
質
収
支

82
2,3
78
千
円

人
件
費
Ｂ

4,1
51
,40
6千
円

人
件
費
率

（
Ｂ
/Ａ
）

18
.4
%

※
平
成
20
年
度
の
人
件
費
率
21
.5
％

給
与

費

給
料
職
員
手
当
期

末
・

勤
勉
手
当
計
　
Ｂ

※
職
員
手
当
に
は
、退
職
手
当
を
含
み
ま
せ
ん
。

（
3）
職
員
の
平
均
年
齢
、
平
均
給
料
月
額
お
よ
び
平
均
給
与
月
額

の
状
況（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

区
分

群
馬

県
　

国
　

安
中

市
（
技
能
労
務
職
）

安
中

市
（
一
般
行
政
職
）

平
均
年
齢

43
.8
歳

41
.5
歳

43
.8
歳

49
.3
歳

平
均
給
料
月
額

35
5,
74
3
円

32
5,
52
1
円

33
6,
90
0
円

29
1,1
00
円

平
均
給
与
月
額

42
6,
85
8
円

－

38
8,
60
0
円

31
7,2
00
円

（
4）
職
員
の
初
任
給
の
状
況（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

区
分 大
学
卒

高
校
卒

高
校
卒

安
中
市

17
2,
20
0
円

14
0,
10
0
円

14
0,
10
0
円

群
馬
県

17
7,3
00
円

14
3,
40
0
円

13
9,
00
0
円

　
国
　

17
2,
20
0
円

14
0,
10
0
円

－

一
般
行
政
職

技
能
労
務
職

区
分 大
学
卒

高
校
卒

高
校
卒

経
験
年
数
7年

以
上１
０
年
未
満

23
8,
10
0
円

－ －

経
験
年
数
10
年

以
上１
5年
未
満

28
4,
30
0
円

25
6,
60
0
円

21
5,
90
0
円

経
験
年
数
15
年

以
上
20
年
未
満

32
1,
50
0
円

29
1,
50
0
円

23
5,
00
0
円

一
般
行
政
職

技
能
労
務
職

（
5）
職
員
の
経
験
年
数
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況

 　
（
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
）

区
分

標
準
的
な
職
務
内
容

構
成
比

職
員
数

７
級
６
級
５
級
４
級
３
級
２
級
１
級

部
長
参
事
課
長
・
主
幹

課
長
補
佐
・
係
長
・
主
査

主
査
・
主
任

主
事
・
技
師

主
事
補
・
技
師
補

2.
7%
4.
4%

15
.0
%

29
.4
%

29
.2
%

14
.4
%

4.
9%

10
人

16
人

55
人

10
8人

10
7人 53
人

18
人

（
7）
職
員
手
当
の
状
況

ア
　
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

期
末
手
当
…
年
間
2.
75
カ
月

勤
勉
手
当
…
年
間
1.
40
カ
月

※
職
制
上
の
段
階
・
職
務
の
等
級
に
よ
り
役
職
加
算
が
5
～

15
％
あ
り
ま
す
。

イ
　
退
職
手
当（
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
）

勤
続
35
年
…
自
己
都
合
退
職
：
47
.5
月
分

　
　
　
　
　
  勧
奨
・
定
年
退
職
：
59
.2
8
月
分

※
定
年
前
早
期
退
職
特
例
措
置（
2
～
20
％
加
算
）

※
退
職
時
特
別
昇
給
は
あ
り
ま
せ
ん

ウ
　
特
殊
勤
務
手
当（
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
）

税
務
手
当
・
社
会
福
祉
業
務
手
当
・
火
葬
業
務
手
当
・

夜
間
看
護
手
当
・
拘
束
手
当
な
ど
17
手
当

エ
　
時
間
外
勤
務
手
当（
水
道
・
病
院
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
除
く
）

支
給
実
績
…
68
,3
97
千
円

職
員
１
人
当
た
り
平
均
支
給
額（
21
年
度
決
算
）…
14
1
千
円

オ
　
そ
の
他
手
当（
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
）

扶
養
手
当
・
住
居
手
当
・
通
勤
手
当
・
管
理
職
手
当

採
用
試
験
の
実
施
状
況

中
級
試
験（
H
22
.4
.1
 採
用
）

初
級
試
験（
H
22
.4
.1
 採
用
）

申
込
者
数

12
7人

   
 8
人

合
格
者
数

11
人

  2
人

項
　
　
　
　
目

①
　
職
員
厚
生
会
に
対
す
る
助
成
金
額

②
　
会
員
に
よ
る
掛
金
の
額

③
　
公
費
負
担
率
：
①
/（
①
+
②
）

④
　
会
員
1人
あた
りの
補
助
金
額
：①
/会
員
数（
70
9人
）

金
額
な
ど

5,3
89
千
円

13
,3
43
千
円

28
.7％

8,
02
2
円



0
10
億

20
億

30
億

40
億

70
億

恵
み
の
湯

下
水
道

介
護
保
険

老
人
保
健

国
民
健
康
保
険

後
　
　
期

高
齢
者
医
療

歳
入
　
67
億
2,
20
5万
2,
44
5円

歳
入
　
67
億
2,
20
5万
2,
44
5円

歳
出
　

歳
出
　
6767
億
27
6万
5,
33
9円

億
27
6万
5,
33
9円

歳
入
　

歳
入
　
2,
66
1万
14
0円

,6
61
万
14
0円

歳
出
　
2,
04
7万
7,
48
5円

歳
出
　
2,
04
7万
7,
48
5円

歳
入
　

歳
入
　
5億
8,
86
2万
6,
55
5円

億
8,
86
2万
6,
55
5円

歳
出
　

歳
出
　
5億
8,
50
5万
9,
44
4円

億
8,
50
5万
9,
44
4円

歳
入
　

歳
入
　
4242
億
8,
56
3万
3,
35
8円

億
8,
56
3万
3,
35
8円

歳
出
　

歳
出
　
4242
億
24
2万
2,
18
1円

億
24
2万
2,
18
1円

歳
入
　
12
億
5,
95
3万
4,
60
5円

歳
入
　
12
億
5,
95
3万
4,
60
5円

歳
出
　

歳
出
　
1212
億
5,
31
0万
6,
44
8円

億
5,
31
0万
6,
44
8円

歳
入
　
1億
9,
38
2万
99
円

歳
入
　
1億
9,
38
2万
99
円

歳
出
　

歳
出
　
1億
8,
87
4万
7,
30
4円

億
8,
87
4万
7,
30
4円

歳
入
　
67
億
2,
20
5万
2,
44
5円

歳
出
　
67
億
27
6万
5,
33
9円

歳
入
　
2,
66
1万
14
0円

歳
出
　
2,
04
7万
7,
48
5円

歳
入
　
5億
8,
86
2万
6,
55
5円

歳
出
　
5億
8,
50
5万
9,
44
4円

歳
入
　
42
億
8,
56
3万
3,
35
8円

歳
出
　
42
億
24
2万
2,
18
1円

歳
入
　
12
億
5,
95
3万
4,
60
5円

歳
出
　
12
億
5,
31
0万
6,
44
8円

歳
入
　
1億
9,
38
2万
99
円

歳
出
　
1億
8,
87
4万
7,
30
4円

１２
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
１
１
月
号

１５
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

１３
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

平
成
21
年
度

安中
市各
会計
の決
算報
告 一 般 会 計一 般 会 計一 般 会 計一 般 会 計一 般 会 計

　 安 中 市 の 平 成 21 年 度 一 般

会 計 総 額 は 、 歳 入 が ２ ３ ７ 億

１ ， ５ ９ ８ 万 １ ， ３ ６ ７ 円 、 歳

出 が ２ ２ ６ 億 ４ ， ９ ９ ４ 万

１ ， ５ ６ １ 円 で 、 歳 入 か ら 歳

出 を 差 し 引 い た 形 式 収 支 は

10 億 ６ ， ６ ０ ３ 万 ９ ， ８ ０ ６

円 、 形 式 収 支 か ら 翌 年 度 へ の

繰 越 財 源 を 差 し 引 い た 実 質

収 支 は 、 ８ 億 １ ， ７ ３ ０ 万 ５ ，

８ ０ ６ 円 で 、 黒 字 決 算 と な り

ま し た 。

特 別特 別 会 計会 計特 別特 別 会 計会 計特 別 会 計

　 特 別 会 計 は 、 特 定 の 事 業

の た め に 一 般 会 計 と 切 り 離

し て 経 理 し て い る も の で 、

安 中 市 の 特 別 会 計 は 国 民 健

康 保 険 、 老 人 保 健 、 後 期 高

齢 者 医 療 、 介 護 保 険 、 下 水

道 事 業 、 健 康 増 進 施 設 恵 み

の 湯 事 業 の ６ つ の 特 別 会 計

で 構 成 さ れ て い ま す 。

　 平 成 21 年 度 の 特 別 会 計 総

額 は 、 歳 入 が １ ３ ０ 億 ７ ，

６ ２ ７ 万 ７ ， ２ ０ ２ 円 、 歳

出 が １ ２ ９ 億 ５ ， ２ ５ ７ 万

８ ， ２ ０ １ 円 で 、 歳 入 歳 出

差 引 残 額 は １ 億 ２ ， ３ ６ ９

万 ９ ， ０ ０ １ 円 の 黒 字 決 算

と な り ま し た 。

　 各 特 別 会 計 の 歳 入 ・ 歳 出

額 は 次 の グ ラ フ の と お り で

す 。

問
合
せ

▼財
政
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
6億
5,
72
2万
9,
81
5円
は
、

当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
3,
78
1万
6,
85
9円
、前
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
38
9万
9,
24
5円
、当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
4億
6,
40
4

万
79
8円
お
よ
び
繰
越
利
益
剰
余
金
1億
5,
14
7万
2,
91
3円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
8,
76
5万
53
3円
は
、当
年
度
分
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
1,
86
4万
3,
13
6円
お
よ
び
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
6,
90
0万
7,
39
7円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

収
益
的
収
入
及
び
支
出

資
本
的
収
入
及
び
支
出

収
益
的
収
入
及
び
支
出

営
業
収
益

営
業
外
収
益

特
別
利
益

水
道
事
業
収
益
合
計

企
業
債

他
会
計
出
資
金

他
会
計
負
担
金

固
定
資
産
売
却
代
金

工
事
負
担
金

国
庫
補
助
金

資
本
的
収
入
合
計

医
業
収
益

医
業
外
収
益

病
院
事
業
収
益
合
計

水
道
事
業
収
益

資
本
的
収
入

病
院
事
業
収
益

資
本
的
収
入
及
び
支
出

出
資
金

企
業
債

県
補
助
金

資
本
的
収
入
合
計

資
本
的
収
入

13
億
3,
56
6万
2,
57
8円

4,
78
0万
95
1円

15
万
36
0円

13
億
8,
36
1万
3,
88
9円

医
業
費
用

医
業
外
費
用

病
院
事
業
費
用
合
計

病
院
事
業
費
用

24
億
3,
64
6万
2,
58
6円

4,
24
3万
4,
19
1円
 

24
億
7,
88
9万
6,
77
7円

営
業
費
用

営
業
外
費
用

特
別
損
失

水
道
事
業
費
用
合
計

水
道
事
業
費
用

10
億
3,
62
3万
4,
53
3円

1億
6,
09
0万
7,
65
0円

69
万
9,
22
7円

11
億
9,
78
4万
1,
41
0円

2億
9,
22
0万
円

6,
71
8万
15
3円

23
5万
2,
00
0円 0円

6,
09
6万
8,
00
0円

6,
29
6万
9,
00
0円

4億
8,
56
6万
9,
15
3円

19
億
6,
50
1万
8,
02
0円

1億
4,
52
9万
8,
94
7円

21
億
1,
03
1万
6,
96
7円

建
設
改
良
費

企
業
債
償
還
金

資
本
的
支
出
合
計

資
本
的
支
出

8億
1,
56
5万
9,
46
0円

3億
2,
72
3万
9,
50
8円

11
億
4,
28
9万
8,
96
8円

1億
78
4万
4,
77
0円

7,
50
0万
円

82
万
7,
00
0円

1億
8,
36
7万
1,
77
0円

建
設
改
良
費

企
業
債
償
還
金

資
本
的
支
出
合
計

資
本
的
支
出

7,
66
1万
8,
50
0円

1億
9,
47
0万
3,
80
3円

2億
7,
13
2万
2,
30
3円

水
　
道
　
事
　
業

病
院
事
業

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

歳
出

226
億4
,99
4万
1,5
61円

民
生
費

27
.2
3％

61億
6,6
47万

3,5
64
円

公
債
費

13
.7
3％

31億
97
1万
9,6
23
円

総
務
費

16
.0
2％

36
億2
,83
5万
9,4
14
円

教
育
費

14
.9
0％

33億
7,4
53万

8,1
38
円

土
木
費

9.
36
％

21億
2,0
46
万4
,65
6円

衛
生
費

7.4
5％

16億
8,7
62万

1,0
51円

消
防
費

4.
62
％

10億
4,7
30万

7,6
03円農
林
水
産
業
費

3.
31
％

7億
4,8
86
万5
,50
7円

商
工
費

2.
05
％

4億
6,3
26万

6,7
73円

議
会
費

1.1
4％

2億
5,7
89万

1,6
94円

そ
の
他

0.
19
％

4,5
43万

3,5
38
円

歳
入

237
億1
,59
8万
1,3
67円

市
税

40
.0
1％

94
億8
,83
8万
8,2
11円

繰
入
金

6.
02
％

14億
2,7
35万

1,0
75円

国
庫
支
出
金

13
.3
8％

31億
7,2
86
万9
,45
5円

地
方
交
付
税

12
.4
9%

29
億6
,24
1万
5,0
00
円

市
債
8.
78
％

20
億8
,15
0万
円

県
支
出
金

4.
86
％

11億
5,3
51万
6,8
55円

繰
越
金

2.
80
％

6億
6,3
43万

2,5
47円

地方
消費

税交
付金

2.
31
％

5億
4,7
84
万9
,00
0円

諸
収
入

3.
10
％

7億
3,5
80万

8,6
77円

地
方
譲
与
税

1.
64
％

3億
8,7
92万

2,9
67円

そ
の
他

4.
61
％

10億
9,4
92万

7,5
80
円

歳
入
・
歳
出
　
用
語
の
解
説

市
　
　
　
税
…
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

な
ど

民
　
生
　
費
…
福
祉
の
充
実
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
経

費
で
す

総
　
務
　
費
…
庁
舎
や
財
産
の
維
持
管
理
、
戸
籍
管
理
、

税
金
の
徴
収
な
ど
の
経
費
で
す

事
業
費
用

事
業
外
費
用

総
事
業
費
用
合
計

総
事
業
費
用

4,
47
5万
8,
66
6円

6,
34
7円

4,
47
6万
5,
01
3円

収
益
的
収
入
及
び
支
出

事
業
収
益

事
業
外
収
益

総
事
業
収
益
合
計

総
事
業
収
益

4,
78
8万
1,
90
6円

25
万
1,
93
3円

4,
81
3万
3,
83
9円

比
率

早
期
健
全
化
基
準

財
政
再
生
基
準

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

－ －
12
.4

66
.3

12
.8
0

17
.8
0

25
.0

35
0.
0

20
.0
0

40
.0
0

35
.0
0

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
58
万
5,
00
0円
は
、当
年
度
分
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
2万
8,
00
0円
お
よ
び
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
55
万
7,
00
0円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

資
本
的
収
入
及
び
支
出
 

資
本
的
収
入
合
計

資
本
的
収
入

0円
建
設
改
良
費

資
本
的
支
出
合
計

資
本
的
支
出

58
万
5,
00
0円

58
万
5,
00
0円

※
実
質
赤
字
比
率
お
よ
び
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
赤
字
額
が
算
出
さ
れ
な
い
た
め「
－
」で
表
示
し
ま
し
た

資
金
不
足
比
率

特
別
会
計
の
名
称

水
道
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

－ － － －
※
全
て
の
会
計
で
資
金
不
足
が
算
出
さ
れ
な
い
た
め
、資
金
不
足
比
率
は「
－
」で
表
示
し
まし
た

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
下
記
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

○
健
全
化
判
断
比
率
（
単
位
：
％
）

○
資
金
不
足
比
率
（
単
位
：
％
）

歳
入
歳
出
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安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画

『　　　　　　安中健康２１』
からのお知らせ

糖尿病・循環器病・がんについての健康メモ
　平成２０年度から始まった特定健診・特定保健指導は糖尿病・循環器病などの生活習慣病有病者・予備

群の２５％減少を目指しています。

　糖尿病は、血液中のブドウ糖の値（血糖値）が高くなる病気です。主に小児がかかるインスリン依存性糖尿病と
成人がかかりやすいインスリン非依存性糖尿病とがあります。
　最初は自覚症状が出ないことから、生活に気をつけず、きちんと治療も受けないことが少なくありませんが、そ
のまま病気が進行すると、網膜症、腎症、神経障害などの合併症を引き起こし、末期には失明したり、透析治療が
必要になったりします。
　また、糖尿病は動脈硬化の原因にもなり、脳血管疾患や虚血性心疾患を引き起こすこともあります。さらに、感
染症にもかかりやすくなり、壊疽（えそ）による足の切断といった事態も起きます。

糖尿病　～合併症に要注意～

○高コレステロール血症
　コレステロールは、私達の体やホルモンの材料となる大切なものですが、ある一定の基準を超えて多くなりすぎ
ると、動脈硬化の原因となり、虚血性心疾患や脳血管疾患などを引き起こします。高コレステロール血症に高血圧
や糖尿病、肥満、喫煙、ストレスなどの条件が重なると、その危険はさらに大きくなります。
　高コレステロール血症を予防するためには食事や運動に気をつける必要があります。
○高血圧
　高血圧は動脈硬化を招き、さらに虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞など）や腎臓病、脳血管疾患を引き起こす要
因の１つとなります。
○塩分を控えめに
　食塩のとり過ぎるが高血圧を招くことは、多くの研究や統計などから指摘されています。日本人は食塩摂取量
が多く、高血圧になりやすいといわれていますが、減塩することで血圧の低下が期待されます。味噌や醤油といっ
た調味料はもとより、はんぺん・魚の干物・即席ラーメンなどといった加工食品はたくさんの塩分を含んでいます。
日常生活で減塩する工夫をしましょう。

循環器病　～日常生活から気をつけましょう～

○「がん検診　愛する家族への　贈りもの」
　自分自身やあなたを必要とする人のために
もがん検診を受診しませんか。
　国民の２人に１人
が“ がん ”になり、
３人に１人が“ が
ん ”で亡くなってい
ます。
　厚生労働省など
ではがん検診受診
率 50％を目指した
活動を行っていま

がん　～がん検診を受診しましょう～

２月号に『身体活動・運動』を予定しています 問合せ ▼本庁健康課保健指導係（☎３８２－１１１１）

GOOD  FOR  THE  HEALTH・
G
O
O
D  FOR  THE  HEALTH・GOOD

  FO
R  

TH
E  
HE
AL
TH
・
G
O
O
D 
 FO
R  

TH
E  H
EALTH・

健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

次回、ワンポイントメモは

○がん予防１２カ条

１．バランスの取れた栄養をとる
２．毎日、変化のある食生活を
３．食べすぎをさけ、脂肪は控えめに
４．お酒はほどほどに
５．たばこは吸わないように
６．食べものから適量のビタミンと繊維質のものを多くとる
７．塩辛いものは少なめに、あまり熱いものはさましてから
８．焦げた部分はさける
９．かびの生えたものに注意
10．日光に当たりすぎない
11．適度にスポーツをする
12．体を清潔に　　　　　　 出典・国立がんセンター



１５ 市  役  所　  ３８２－１１１１

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
」が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控

除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に

表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
平
成
23
年
３
月
15
日
ま
で
）

（
☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

１
１
７
）

※

通
話
料
金
は
、一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、市
内
通
話
料
金
で
す

※

IP
電
話
な
ど
の
場
合
は
、（
☎
03

－

６
７
０
０

－

１
１
３
０
）に
お
電
話
く

だ
さ
い（
通
話
料
金
は
全
額
自
己
負
担
）

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
〜

　

国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、将
来
受
け
る
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
ま
ま
で
追

納
し
な
か
っ
た
場
合
、そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
は
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
経

過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、高
崎
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納
と
な
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
日
本
年

金
機
構
が
委
託
し
た
会
社
が
電
話
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
し
て

い
ま
す
。こ
の
際
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、電
話
に
よ
る
ご
案
内
は
、平
日
だ
け
で
は
な
く
、土
・
日
や
夜
間
に

も
し
て
い
ま
す
。

　

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め

ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
に
は

　
　

電
話
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）
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松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP26をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP26をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

１１月の催し物ガイド
ホール※その他のイベントは市HPをご覧ください
ワンコインコンサート～安中出身の音楽家たち～
3日（水）13:30 ～15:30　入場：500 円
問合せ：生涯学習課（☎382－1111）
安中市体育協会スキー映画の夕べ
10日（水）18:00 ～21:00　入場：600 円
問合せ：安中市体育協会スキー部（☎385－1455）
群馬県高校芸術祭演劇部門県大会
13日（土）・14日（日）9:30 ～18:00　入場：無料
問合せ：県立前橋南高校（☎027－265－2811）
安中市青少年健全育成市民のつどい
記念公演「眠れる森の美女」
27日（土）14:00 ～16:30入場：無料（要整理券）
問合せ：生涯学習課（☎382－1111）
岩野谷社協芸能クラブ連絡協議会芸能大会
28日（日）9:30 ～15:00　入場：無料
問合せ：岩野谷公民館（☎382－4968）

学習室など※その他のイベントは市HPをご覧ください

図書読み聞かせ
13日（土）14:00 ～15:00
入場：無料　会場：1F 談話コーナー

１１月の催し物ガイド
大ホール

童謡フェスティバル
7日（日）　13:30 ～（開場13:00）
主催：市生涯学習課　入場：無料（整理券有）
介護予防一般公開セミナー
13日（土）　13:30 ～15:30　主催：市介護高齢課
入場：無料　（要申込　先着300人）
第 13回秋のコンサート　オペラ「リゴレット」
20日（土）　18:00 ～（開場17:30）
主催：松井田町音楽文化愛好会
入場：指定席 3,500 円・自由席 2,500 円
子どもたちの平和な未来をつくる集い（映画）
27日（土）　14:00 ～　（開場13:30）
主催：JR 東労組高崎地本　入場：無料
日露友好フェスティバル（演奏会）
28日（日）　14:00 ～（開場13:30）
主催：同フェスティバル松井田公演実行委員会
入場：大人（前売）2,500 円 （当日）3,000 円
　　　小・中学生 1,000 円

小ホール

結成 20周年記念講演会
21日（日）　13:30 ～（開場13:00）
主催：市文化協会松井田支部　入場：無料（要整理券）

●今月のピックアップ

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

２
，
０
０
０
円
（
税
込
）

※

文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
好
評
発

売
中

※

電
話
で
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま

す

※

未
就
学
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

本
市
出
身
で
、
映
画
『
人
間
失

格
』
の
音
楽
を
手
掛
け
、
大
き
な

注
目
を
浴
び
る
気
鋭
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
「
中
島
ノ
ブ
ユ
キ
」
の
凱
旋
公

演
が
遂
に
実
現
。
一
夜
限
り
の
凱

旋
コ
ン
サ
ー
ト
に
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
12
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜

出
演
▼

『
中
島
ノ
ブ
ユ
キ  

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』

『
中
島
ノ
ブ
ユ
キ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

／ 

　
　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト
〝
〜
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
〜
〞
』

●今月のピックアップ

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

※

松
井
田
文
化
会
館
・
安
中
市
文
化

セ
ン
タ
ー
・
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化

ホ
ー
ル
の
各
窓
口
で
好
評
発
売
中

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当

日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

　

〝
ふ
た
り
の
ウ
タ
ヒ
メ
〞
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
彼

女
た
ち
の
歌
声
は
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
多
く
の
演
歌
フ
ァ
ン
を
魅
了
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
12
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
・
５
時
〜

　
　
　
（
開
場
は
各
30
分
前
）

場
所
▼
安
中
市
松
井
田
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル

門
倉
有
希
＆
チ
ェ
ウ
ニ　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

前
売

当
日

３
，５
０
０
円

４
，０
０
０
円
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生涯学習だより生涯学習だより
安中市教育委員会安中市教育委員会

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”
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平
成
21
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

問
合
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（

３
８
２

－

１
１
１
１
）

「
べ
き
の
理
由
」

安
中
市
立
松
井
田
西
中
学
校
二
年　

佐
藤　

周
矢

　

人
権
と
は
、「
全
て
の
人
間
が
も
っ
て
い
る
べ
き
生
存
、
自
由
、
平
等

な
ど
の
権
利
。」と
、辞
書
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
意
味
は
正
し
い
と

思
う
。正
し
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
こ
の「
べ
き
」と
い
う
文
字
に
は
、
少

し
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。な
ぜ「
も
っ
て
い
る
」で
は
な
く「
も
っ
て
い
る
べ

き
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
の
か
。理
由
は
簡
単
な
こ
と
だ
。な
ぜ
な

ら
、人
権
を
無
視
す
る
人
が
い
る
か
ら
だ
。そ
の
証
拠
に
、ニ
ュ
ー
ス
や

新
聞
で
は
、毎
日
、様
々
な
事
件
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。事
故
や
自
然
現

象
を
除
け
ば
、人
為
的
、つ
ま
り
、自
己
中
心
的
な
人
達
が
起
こ
し
た
事

件
ば
か
り
だ
。殺
人
や
監
禁
と
い
う
の
は
、そ
れ
こ
そ「
生
存
、自
由
、平

等
」を
無
視
し
た
行
動
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
話
は
、範
囲
を
広
げ
す
ぎ
た
が
、も
っ
と
、僕
達
の
身
の
周
り
で

も
、少
な
か
ら
ず
、人
権
と
い
う
も
の
は
、破
ら
れ
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
。そ
の
例
と
し
て
は
、
一
番
身
近
に
あ
り
、
一
番
簡

単
に
人
を
傷
付
け
る
お
そ
れ
の
あ
る「
言
葉
」と
い
う
も
の
が
あ
る
。こ

れ
は
、
声
を
聞
く
だ
け
で
、
相
手
に
変
化
を
与
え
る
。悪
口
を
言
え
ば
、

相
手
を
傷
つ
け
る
。だ
が
、言
葉
は
簡
単
に
傷
つ
け
ら
れ
る
半
面
、相
手

を
喜
ば
せ
た
り
、
励
ま
し
た
り
す
る
事
も
で
き
る
。言
葉
は
こ
の
二
つ

の
面
を
も
っ
て
い
る
。人
間
は
、
こ
の
二
つ
を
使
う
こ
と
が
出
来
る
が
、

優
し
い
言
葉
を
使
う
時
は
、皆
、優
し
い
気
持
ち
に
な
り
、悪
口
を
言
う

時
は
、何
か
に
怒
っ
て
い
る
と
き
だ
。人
は
怒
っ
て
い
る
と
き
に
使
う
悪

口
は
、
気
持
ち
次
第
で
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。相
手
を
思
い
や
っ

て
、自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
る
。僕
は
、こ
れ
は
人
権
の
一
部
で
、人
は
皆

守
れ
る
事
だ
と
思
う
。

　

人
権
は
、相
手
を
思
い
や
り
、大
切
に
し
て
い
く
事
と
、自
分
を
押
さ

え
る
事
。そ
し
て
、人
間
は「
生
存
、自
由
、平
等
」の
権
利
を
守
る
事
が

で
き
る
。人
権
と
は
、人
の
気
持
ち
そ
の
も
の
。そ
れ
ぞ
れ
皆
が
変
わ
れ

ば
、自
ず
と
世
界
は
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。そ
う
す
れ
ば
、人
権
と
は

「
全
て
の
人
間
が
も
っ
て
い
る
生
存
、自
由
、平
等
な
ど
の
権
利
。」と
な

る
は
ず
だ
。

平成 22 年度安中市人権教育講演会のお知らせ

人権教育ビデオをご活用ください

人権教育講演会・人権教育ビデオに関する問合せ ▼生涯学習課生涯学習係（☎３８２－１１１１）

　

市
で
は
、
今
年
度
は「
障
害
を
も
つ
人

の
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
『
私
は
も
う
逃
げ

な
い
〜
自
閉
症
の
弟
に
教
え
ら
れ
た
こ

と
』と
題
し
て
、
タ
レ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
の
島
田
律
子
さ
ん
を
講
師
に
、
人

権
教
育
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、『
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
in
あ
ん
な
か
』
の
一
環
と
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
12
月
２
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
45
分
〜

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー  

ホ
ー
ル

内
容
▼

講
演
会
：「
私
は
も
う
逃
げ
な
い
〜
自

閉
症
の
弟
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
」

講
師
：
島
田
律
子
さ
ん

（
タ
レ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

講
師
紹
介
▼

　

千
葉
県
出

身
。１
９
９

４
年
４
月
か

ら
テ
レ
ビ
番

組
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
出
演
を
き
っ
か
け
に
タ
レ
ン
ト
活

動
を
ス
タ
ー
ト
。恋
愛
、
結
婚
、
美
容
、
健

康
、食
、酒
、映
画
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
幅
広
く
雑
誌
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
コ
ラ
ム

や
エ
ッ
セ
イ
を
連
載
中
。

　

ま
た
、
現
在
は
２
０
０
１
年
よ
り
日

本
酒
造
組
合
中
央
会
よ
り
認
定
さ
れ
る

「
日
本
酒
ス
タ
イ
リ
ス
ト
」
と
し
て
講
演

を
行
っ
て
い
る
。

定
員
▼
先
着
８
０
０
名（
入
場
無
料
）

　今年度に購入した人権教育ビデオ（ＤＶＤ）です。安中市図書館で貸し出しを行っています。ぜひご活用ください。
○みんなで跳んだ（２８分　アニメ）小学生・ 中学生向け

　大縄跳びを何度か繰り返すうちにみんなのリズムが少しずつ合い始めるが、１人が引っかかっている。軽い障害を
もつ子だが、大縄跳びは運動会のクラス対抗。時間はない。みんなは悩んだ末にある選択をする。 

○この街で一緒に（４２分）中学生・ 高校生・ 一般向け

　障害を持ちながらも、ざまざまな分野で自分の能力を生かし活躍している人は多い。障害を理解し、生き方を考える
大切なメッセージを発する。（ＶＨＳ）

○がんばれ、まあちゃん（４８分）小学生・ 中学生・ 一般向け

　生まれつき耳が聞こえなく話もできない５歳のまあちゃんが、障害にぶつかりながら温かな家庭に見守られて成長し
ていく姿を描いている。



１８
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
１
２
月
号

１９
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
１
２
月
１
日
～
１
月
１
５
日
）

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

行
政
相
談

本
庁
　
12
/2
・
16
　
9時
～
12
時

支
所
　
12
/6
　
13
時
30
分
～
16
時

無
料
法
律
相
談

本
庁
　
12
/3
・
17
　
1/
7　
13
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
12
/6
　
13
時
30
分
～
16
時
（
特
設
相
談
）

家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
12
/1
0　
1/
14
　
9時
～
11
時
30
分

妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

労
働
相
談

本
庁
　
12
/7
・
21
　
1/
4　
13
時
30
分
～
16
時

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

消
費
生
活
相
談

本
庁
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
９
時
～
16
時
（
☎
38
2－
22
28
）

障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

介
護
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
・
支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
11
11
）

心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

相
  談
  案
  内

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

38
2-
28
91

38
1-
23
22

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

オ
オ
カ
ワ
ラ
住
器

反
町
備
工

第
一
設
備
工
業
㈲

㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47

38
2-
19
87

39
3-
34
20

38
5-
87
69

38
2-
52
62

Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
12
/7
・
21
・
30
～
1/
1・
4

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
12
/1
3
～
15
・
28
　
1/
11

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
12
/7
・
14
・
21
・
28
～
1/
4・
11

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
/7
・
14
・
21
・
24
・
27
※・
28
～
1/
4・
11
・
12

文
化
会
館
　
　
　
　
　
12
/6
・
13
・
20
・
26
～
1/
4・
11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
12
/7
・
14
・
21
・
28
～
1/
4・
11

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
/6
・
13
※・
20
・
24
・
27
※・
28
～
1/
3・
10

学
習
の
森
　
　
　
　
　
12
/7
・
14
・
21
・
24
・
28
～
1/
4・
11
・
12

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
12
/6
・
13
・
20
・
24
・
27
～
1/
4・
10
・
11

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10

曜
日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

行
　
　
事
　
　
名

●
冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動（
～
10
日
）

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
1
～
3
月
）

　
旧
安
中
市
屋
外
施
設

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
18
:3
0
～

　
旧
松
井
田
町
屋
内
外
施
設

　
支
所
　
18
:3
0
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

● 「
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
安
中
」

　（
人
権
教
育
講
演
会
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:3
0
～

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
1～
3
月
）

　
旧
安
中
市
屋
内
施
設

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
18
:3
0
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

●
小
学
生
駅
伝
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
8:
30
～

●
新
春
映
画
鑑
賞
会

　「
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
」

　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

　
文
化
会
館
　
9:
00
～

●
歴
史
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
家
族
の
日
大
会

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
福
祉
民
生
常
任
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

日 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

行
　
　
事
　
　
名

●
写
仏
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
講
座

　
学
習
の
森
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

　
伊
香
保
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
15
:0
0
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
閉
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
｢ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
in
安
中
｣

　
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
8:
30
～

●
目
か
ら
鱗
の
蕎
麦
打
ち
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
16
:0
0

●
市
民
の
茶
席（
江
戸
千
家
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
門
倉
有
希
＆
チ
ェ
ウ
ニ

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
文
化
会
館
　
14
:0
0
～
・
17
:0
0
～

　（
開
場
各
30
分
前
）

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:0
0

●
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
予
備
日

●
学
習
の
森
企
画
展
連
続
講
座

　「
飽
間
斎
藤
氏
と
吾
妻
太
郎
」

　
学
習
の
森
　
13
:3
0
～

●
中
島
ノ
ブ
ユ
キ
コ
ン
サ
ー
ト

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
17
:3
0
～
19
:3
0

●
市
民
献
血

　
本
庁

　
10
:0
0
～
12
:0
0・
13
:0
0
～
15
:3
0

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
２
月
１
日
→
１
月
１
５
日

１
２
月
１
日
→
１
月
１
５
日

健
康
通
信

　
12
月
・
１
月
は
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。こ
の
検

診
は
集
団
検
診
と
医
療
機
関
で
実
施
す
る
個
別
検
診
が
あ
り
、
ど
ち
ら

で
受
診
し
て
も
費
用
・
検
査
内
容
は
同
じ
で
す
。ど
の
検
診
も
申
込
者
に

対
し
て
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日
時
・
会
場
な
ど
は
通
知
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、本
庁

健
康
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

12
月
５
・
19
日
（
日
）　
１
月
16
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

行
　
　
事
　
　
名

●
安
中
市
消
防
団
歳
末
夜
警（
～
31
日
）

●
写
仏
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
農
業
委
員
会
総
会

　
本
庁
　
11
：
00
～

●
歴
史
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
成
人
式

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
40
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
写
仏
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

１
２
月

１
月

※
第
４
回
安
中
市
議
会
定
例
会
一
般
質
問
は
８
日（
水
）に
全
質
問
が
終
了
し
た
場
合
、９
日（
木
）は
休
会
と
な
り
ま
す
。

※
毎
週
月
曜
日
は
市
民
交
通
安
全
日
、毎
月
１
日
は
県
民
交
通
安
全
日
で
す

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｊ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ａ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｍ
・
Ｒ

Ｃ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｑ
・
Ｗ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｚ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ｊ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ａ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｗ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｈ
・
Ｑ
・
Ｚ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｍ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｃ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｒ
・
Ｗ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｚ

Ｈ
・
Ｕ
・
Ｑ

Ｂ
・
Ｉ
・
Ｏ

Ｆ
・
Ｊ
・
Ｐ

Ａ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ｍ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｃ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｗ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

Ｄ
・
Ｒ
・
Ｚ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｗ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｚ

Ｄ
・
Ｒ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｊ
・
Ｑ

Ａ
・
Ｉ
・
Ｏ

Ｆ
・
Ｍ
・
Ｐ

Ｃ
・
Ｌ
・
Ｓ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

１
月

１
２
月



２０
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
１１
月
号

２１
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

AN
NA
KA

AN
NA
KA

い
ろろ
い
ろろ

ろ
ろ

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

　
９
月
２
日
（
木
）
に
「
救
急
の
日
講
演
会
」
が
安
中
市
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。講
演
会
で
は
、
本
多
病
院
の

本
多
院
長
が
、
心
停
止
な
ど
で
人
が
倒
れ
た
場
合
に
心
肺
蘇

生
法
を
施
す
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
た
後
、

安
中
消
防
署
の
救
急
隊
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
指

導
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
さ
ん
は
講
演
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
真
剣
な
表
情
で
心
肺
蘇
生
法
の
実
習
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。

救
急
の
日
講
演
会

　
９
月
１
３
日
（
月
）、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
平
成
２
２
年
度

安
中
市
身
体
障
害
者
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
に
は
約
５
０
人
が
参
加
、
輪
投
げ
や
パ
ン
食
い
競
争

な
ど
８
つ
の
種
目
が
行
わ
れ
、心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
９
月
１
３
日
（
月
）
に
清
水
テ
ル
さ
ん
（
安
中
三
丁
目
）
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
、
お
祝
い
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９
月
２
１
日
（
火
）
か
ら
３
０
日
（
木
）
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。２
１

日
（
火
）
に
は
市
役
所
入
口
交
差
点
と
松
井
田
バ
イ
パ
ス
で
交
通
安
全
関
係
団
体
に
よ
る
街
頭
指
導
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
２
３
日（
祝
）に
は
文
化
セ
ン
タ
ー
で
交
通
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
、
交
通
安
全
を
訴

え
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動

　
９
月
２
６
日
（
日
）
に
ロ
ー
ズ
ベ
イ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

１
７
７
人
が
参
加
し
て
安
中
市
商
工
関
係
者
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
安
中
市
商
工
会
に
よ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
が
行

わ
れ
、
２
０
６
，
０
０
０
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
の
浄

財
は
災
害
時
用
の
基
金
に
預
け
ら
れ
、
災
害
が
起
き
た
と
き

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

安
中
市
商
工
関
係
者
ゴ
ル
フ
大
会

　
安
政
遠
足
「
侍
マ
ラ
ソ
ン
」
の
峠
コ
ー
ス
沿
い
に
不
法
投

棄
さ
れ
て
い
た
自
動
車
３
台
が
自
動
車
整
備
振
興
会
碓
氷

支
部
青
年
部
に
よ
り
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
同
青
年
部
が
自
動
車
に
関
わ
る
者
と
し
て
何

か
地
域
に
恩
返
し
し
た
い
と
行
っ
た
も
の
で
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
投
棄
車
両
も
将
来
的
に
は
除
去
し

た
い
と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

不
法
投
棄
の
自
動
車
を
撤
去

　
９
月
３
日（
金
）に
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
市
内
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
敬
老
祝
金
が
送
ら
れ
ま
し
た
。当
日
は
市
長
も

市
内
各
地
区
の
最
高
齢
者
や
老
人
施
設
を
訪
問
し
、敬
老
祝

金
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。（
写
真
は
う
す
い
の
里
）

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
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広
報
あ
ん
な
か
　
２
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１
０
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２３
市
  役
  所
　
  
３
８
２
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１
１

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

『 ま ち づ く り 標 語 懸 賞 』 募 集

飲 食 店 開 業 セ ミ ナ ー を

開 催 し ま す

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

市
民

IN
FO
RM
AT
IO
N

市
民

IN
FO
RM
AT
IO
N

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

ht
tp
://
w
w
w
.c
it
y.
an
na
ka
.g
un
m
a.
jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

ko
uh
ou
2@
de
s.
ci
ty
.a
nn
ak
a.
gu
nm
a.
jp
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　 ま ち の 成 熟 と と も に 、 地 域 の

整 備 ・ 管 理 ・ リ ニ ュ ー ア ル を 戦

略 的 に 進 め る ニ ー ズ が 高 ま っ て

い ま す 。 ま ち づ く り は こ れ ま で

の 行 政 主 導 の 取 り 組 み に 加 え 、

住 民 や 地 元 企 業 な ど に よ る 取 り

組 み が 急 速 に 全 国 的 に 広 ま り つ

つ あ り ま す 。 様 々 な 主 体 が ま ち

づ く り に 取 り 組 む こ と は そ の 地

域 の 絆 を 作 り 直 す 機 運 を 高 め 、

支 え 合 い と 活 気 の あ る コ ミ ュ ニ

テ ィ づ く り に も 繋 が り ま す 。

　 様 々 な 主 体 の 連 携 に よ る ま ち

づ く り を 一 層 促 進 す る た め 、 今

回 は 「 新 た な 担 い 手 た ち が 共 に

造 り 育 て る ま ち 」 を テ ー マ に 標

語 を 募 集 し ま す 。

課 題 ▼ 「 新 た な 担 い 手 た ち が 共

に 造 り 育 て る ま ち 」

部 門 ・ 賞 ▼ 一 般 の 部 、 児 童 ・ 生

徒 の 部 が あ り 、 両 部 門 と も 国 土

交 通 大 臣 賞 な ど が あ り ま す 。

応 募 締 切 ▼ 12 月 31 日 （ 当 日 消 印

有 効 ）

送 り 先 ▼ 〒 １ ０ ２

－

０ ０ ９ ４

東 京 都 千 代 田 区 紀 尾 井 町 ３

－

32

（ 財 ） 都 市 計 画 協 会 内 ま ち づ く

り 月 間 実 行 委 員 会 標 語 募 集 係

問 合 せ ▼ 県 都 市 計 画 課 （ ☎ ０ ２

７

－

２ ２ ６

－

３ ６ ６ １ ）

○ ３ つ の 習 慣

・ 寝 た ば こ は 、 絶 対 や め る

・ ス ト ー ブ は 、 燃 え や す い も の か ら 離 れ た 位 置 で 使 用 す る

・ ガ ス コ ン ロ な ど の そ ば を 離 れ る と き は 、 必 ず 火 を 消 す

○ ４ つ の 対 策

・ 逃 げ 遅 れ を 防 ぐ た め に 、 住 宅 用 火 災 警 報 器 を 設 置 す る

・ 寝 具 、 カ ー テ ン な ど か ら の 火 災 を 防 ぐ た め に 防 炎 品 を 使 用 す る

・ 火 災 を 小 さ い う ち に 消 す た め に 、 住 宅 用 消 火 器 な ど を 設 置 す る

・ お 年 寄 り や 身 体 の 不 自 由 な 人 を 守 る た め に 、 隣 近 所 の 協 力 体 制 を

つ く る

実 施 期 間 ▼ 11 月 ９ 日 （ 火 ） 〜 15 日 （ 月 ）

重 点 目 標 ▼

① 住 宅 防 火 対 策 の 推 進

② 放 火 火 災 ・ 連 続 放 火 火 災 防 止 対 策 の 推 進

③ 特 定 防 火 対 象 物 な ど に お け る 防 火 安 全 対 策 の 徹 底

④ 製 品 火 災 の 発 生 防 止 に 向 け た 取 り 組 み の 推 進

実 施 事 項 ▼

　 市 消 防 団 で は 期 間 中 、 各 水 利 の 点 検 ・ 調 査 、 サ イ レ ン の 吹 鳴 （ 期

間 中 の 午 前 ７ 時 と 午 後 ６ 時 ） 、 消 防 署 で は 学 校 な ど へ の 立 入 検 査 お よ

び 水 利 の 点 検 ・ 調 査 、 防 火 広 報 を 行 い ま す 。

火 災 の 発 生 状 況 ▼

　 今 年 １ 月 か ら の 安 中 市 の 火 災 は 、 ９ 月 末 ま で で 合 計 26 件 で 、 そ の

内 訳 は 建 物 火 災 13 件 、 車 両 火 災 ３ 件 、 林 野 火 災 ２ 件 、 そ の 他 の 火 災

が ８ 件 で す 。

問 合 せ ▼ 安 中 消 防 署 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ ８ １ ８ ）

本 庁 安 全 安 心 課 生 活 安 全 係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

　 高 崎 商 工 会 議 所 中 小 企 業 応 援

セ ン タ ー で は 、 飲 食 業 の 開 業 を

希 望 す る 人 、 飲 食 店 の 後 継 者 、

店 舗 経 営 を 見 直 し た い 人 を 対 象

に 飲 食 店 開 業 セ ミ ナ ー を 開 催

し 、 そ の 参 加 者 を 募 集 し ま す 。

・ 選 ば れ る 業 態 を 作 り 込 も う

・ 看 板 メ ニ ュ ー は ウ リ を 明 確

に し よ う

・ リ ピ ー タ ー が 喜 ぶ 販 促 の 仕

組 み を 作 ろ う

・ 利 益 か ら 逆 算 し て 売 り 上 げ

計 画 を 立 て よ う

な ど 、 売 上 を 上 げ 、 利 益 を 上 げ

る た め の ノ ウ ハ ウ な ど を 紹 介 し

ま す の で 、 希 望 す る 人 は ぜ ひ ご

参 加 く だ さ い 。

日 時 ▼ 11 月 29 日 （ 月 ）　 午 後 ２

時 〜 ４ 時 30 分

場 所 ▼ 高 崎 市 産 業 創 造 館 （ 高 崎

市 下 之 城 町 ）

定 員 ▼ 50 人 （ 先 着 ）

参 加 費 ▼ 無 料

申 込 み ・ 問 合 せ ▼ 高 崎 商 工 会 議

所 中 小 企 業 応 援 セ ン タ ー （ ☎ ３

６ １

－

５ １ ７ １ ）

安 中 市 社 会 福 祉 協 議 会 職 員 募 集

　 社 会 福 祉 協 議 会 で は 、 次 の と お り 正 職 員 を 募 集 し ま

す 。 所 定 の 用 紙 を 10 月 25 日 か ら 安 中 本 所 事 務 局 で 配 布

し ま す の で 、 必 要 事 項 を 記 入 の う え 、 同 本 所 事 務 局 ま

で お 申 し 込 み く だ さ い 。

　 詳 し い 条 件 な ど に つ い て は 試 験 案 内 を ご 覧 く だ さ

い 。
募 集 職 種 ・ 採 用 人 数 ▼ 社 会 福 祉 協 議 会 事 務 職 員　 １ 名

試 験 日 ・ 試 験 内 容 ▼

受 験 資 格 ▼ 昭 和 59 年 ４ 月 ２ 日 〜 平 成 ３ 年 ４ 月 １ 日 ま で

に 生 ま れ た 人 （ 短 大 ・ 専 門 学 校 卒 業 以 上 、 見 込 み を 含 む ）

※ 社 会 福 祉 事 業 に 熱 意 が あ る 者

※ 社 会 福 祉 主 事 や 社 会 福 祉 士 な ど の 資 格 を 有 す る 人 を

優 先 し ま す

募 集 期 間 ▼ 11 月 １ 日 （ 月 ） 〜 19 日 （ 金 ）

※ た だ し 、 土 日 を 除 く

採 用 予 定 日 ▼ 平 成 23 年 ４ 月 １ 日

問 合 せ ▼ 安 中 市 社 会 福 祉 協 議 会

　 　 　 　 （ ☎ ３ ８ ２

－

８ ３ ９ ７ ）

秋 季 火 災 予 防 運 動 の お し ら せ

第 一 次 試 験

第 二 次 試 験

11 月 28 日 （ 日 ）

一 般 教 養 試 験 ・ 一 般 性 格 診 断 検

査 ・ 書 類 選 考 な ど

12 月 19 日 （ 日 ）

作 文 ・ 面 接 ・ 書 類 審 査 な ど

※ 第 一 次 試 験 合 格 者 の み

父 子 家 庭 な ど の 人 に も

児 童 扶 養 手 当 が 支 給 さ れ ま す

「 消 し た か な 」「 消 し た か な 」    あ な た を 守 るあ な た を 守 る    合 言 葉合 言 葉「 消 し た か な 」「 消 し た か な 」    あ な た を 守 るあ な た を 守 る    合 言 葉合 言 葉「 消 し た か な 」  あ な た を 守 る  合 言 葉

住 宅 防 火　 い の ち を 守 る　 ７ つ の ポ イ ン ト　 〜 ３ つ の 習 慣 ・ ４ つ の 対 策 〜

防
炎
製
品
に
は
こ
の
マ
ー
ク
が

書
か
れ
た
ラ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す

防
炎
製
品
 

寝
た
ば
こ
は

や
め
ま
し
ょ
う

　 こ れ ま で 母 子 家 庭 の 母 な ど を

支 給 対 象 と し て い た 児 童 扶 養 手

当 に つ い て 、 平 成 22 年 ８ 月 １ 日

か ら 父 子 家 庭 な ど の 父 も 支 給 対

象 と な り ま し た 。 児 童 扶 養 手 当

を 受 給 す る た め に は 、 申 請 が 必

要 で す の で 、 該 当 す る 人 は 手 続

き を し て く だ さ い 。

　 制 度 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 に よ り 、 平 成 22 年 11 月 30 日

ま で に 申 請 し た 場 合 は 、 次 の と お り 支 給 に な り ま す 。

○ 平 成 22 年 ７ 月 31 日 ま で に 支 給 要 件 に 該 当 し て い る 人

は 、 「 ８ 月 分 」 か ら 支 給 に な り ま す 。

○ 平 成 22 年 ８ 月 １ 日 以 降 、 11 月 30 日 ま で に 支 給 要 件 に

該 当 し た 人 は 、 「 要 件 に 該 当 し た 日 の 翌 月 分 」 か ら

支 給 に な り ま す 。

※ 11 月 30 日 を 過 ぎ る と 、 「 申 請 し た 日 の 翌 月 分 」 か ら

の 支 給 に な り ま す

　 児 童 扶 養 手 当 に つ い て の 支 給 要 件 、 申 請 手 続 き （ 必

要 書 類 ） な ど 詳 し く は お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

申 請 窓 口 ・ 問 合 せ ▼

本 庁 子 ど も 課 子 ど も 育 成 係

支 所 保 健 福 祉 課 福 祉 子 ど も 係

（ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）
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　 11 月 11 日 か ら 17 日 は 「 税

を 考 え る 週 間 」 で す 。 今 年

は 、 「 IT 化 ・ 国 際 化 と 税 」

を テ ー マ に 国 税 庁 が 取 り 組

ん で い る 各 種 施 策 を 紹 介 し

ま す 。 詳 し く は 国 税 庁 ホ ー

ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

○ IT 化 を 通 じ た 納 税 環 境 の 整 備

　 申 告 ・ 納 税 の 際 の 納 税 者 の 利

便 性 の 向 上 を 図 る た め 、 IT 化 を

通 じ た 納 税 環 境 の 整 備 を 進 め て

い ま す 。

○ 国 際 化 へ の 対 応

　 国 際 化 へ の 対 応 と し て 、 国 際

的 な 租 税 回 避 へ の 対 応 を は じ め

と し た 適 正 ・ 公 平 な 課 税 の 実 現

の た め の 取 り 組 み や 国 際 的 な 二

重 課 税 防 止 な ど の た め の 相 互 協

議 、 租 税 条 約 に 基 づ く 情 報 交 換

を 行 っ て い ま す 。

　 ま た 、 開 発 途 上 国 へ の 技 術 協

力 を は じ め と し た 各 国 税 当 局 と

の 協 力 ・ 強 調 に も 取 り 組 ん で い

ま す 。

○ 国 税 庁 へ の 要 望 な ど を お 寄 せ

く だ さ い

　 国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ に 開 設 す

る 「 税 を 考 え る 週 間 」 特 集 ペ ー

ジ に 、 皆 さ ん か ら の 「 国 税 庁 に

対 す る 要 望 」 な ど を お 聞 き す る

た め の ア ン ケ ー ト 窓 口 を 開 設 し

ま す 。

犬 の 放 し 飼 い は 禁 止 さ れ て い ま す

青
色
決
算
説
明
会
を

　
　
　
　
   
開
催
し
ま
す

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
高
崎
税
務
署
で
は
個
人
事
業
者
な
ど
青
色
申
告
者
の
決

算
の
し
か
た
な
ど
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

青
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が
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想
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の
で
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き
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限
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乗
り
合
わ
せ
で
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越
し
く
だ
さ
い

※
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ご
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が
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送
付
し
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せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
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開
催
日

12
月
１
日

（
水
）

12
月
３
日

（
金
）

開
催
時
間

午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

　 散 歩 中 に 付 け て い る 首 輪 を 外 す な ど の 、 犬 の 放 し 飼 い に つ い て は

禁 止 さ れ て い ま す 。 違 反 し た 場 合 は 、 法 律 に よ り 処 分 さ れ る こ と に

な り ま す 。 犬 以 外 の 動 物 に つ い て も 放 し 飼 い な ど 、 他 人 に 迷 惑 や 危

害 を 加 え な い よ う 、 注 意 し て 飼 養 し て く だ さ い 。

◎ 犬 や 猫 は 飼 い 主 の 敷 地 内 で フ ン を さ せ る よ う 日 頃 か ら し つ け ま

し ょ う 。

◎ 犬 を 散 歩 さ せ る と き は 、 ビ ニ ー ル 袋 な ど を 持 っ て 出 か け 、 必 ず 後

始 末 を す る よ う 、 責 任 を も っ て 飼 い ま し ょ う 。　

◎ 犬 の 登 録 （ 生 涯 １ 回 ） や 狂 犬 病 予 防 注 射 （ 年 １ 回 ） も 忘 れ ず お 願

い し ま す 。

問 合 せ ▼ 本 庁 環 境 推 進 課 環 境 衛 生 係

（ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

「 碓 氷 峠 鉄 道 施 設 」 を 楽 し む

ウ ォ ー キ ン グ 参 加 者 募 集

日 時 ▼ 11 月 14 日 （ 日 ）　 午 前 ８ 時 30 分 〜

集 合 場 所 ▼ 峠 の 湯 （ 駐 車 場 あ り ま す ）

内 容 ・ 募 集 人 数 な ど ▼

○ ウ ォ ー キ ン グ （ 峠 の 湯 〜 め が ね 橋 ）

　 子 ど も の 参 加 可　 往 復 ３ 時 間 程 度　 先 着 ２ ０ ０ 人

○ 碓 氷 線 の 歴 史 の お 話 会 （ 午 後 １ 時 〜 ２ 時 30 分 ）

　 ウ ォ ー キ ン グ 参 加 者 限 定　 先 着 30 人

費 用 ▼ 無 料

そ の 他 ▼ 雨 具 な ど を ご 持 参 く だ さ い （ 雨 天 決 行 ）

問 合 せ ・ 申 込 み ▼ 11 月 ８ 日 （ 月 ） ま で に 安 中 市 商 工 会 JC ル ー ム （ ☎

３ ８ ２

－

２ ８ ２ ４ ） へ お 申 し 込 み く だ さ い （ 月 ・ 水 ・ 金 曜 の 午 前 10

時 〜 正 午 ・ 午 後 １ 時 〜 ３ 時 ）

警 察 に よ る 犯 罪 被 害 者 ら へ の 支 援

　 警 察 で は 、 犯 罪 の 被 害 者 や そ の 家 族 の 精 神 的 ・ 経 済 的 負 担 な ど の

軽 減 を 図 る た め 、 次 の よ う な 支 援 を 行 っ て い ま す 。

○ 各 種 制 度 の 案 内 や 捜 査 状 況 の 連 絡 な ど の 情 報 提 供

○ 各 種 相 談 （ 希 望 に よ り 女 性 職 員 が 対 応 し ま す ）

○ 臨 床 心 理 士 に よ る カ ウ ン セ リ ン グ

○ 付 き 添 い な ど の 支 援 や 関 係 機 関 の 紹 介

○ 被 害 者 用 事 情 聴 取 室 な ど の 整 備

○ 殺 人 や 性 犯 罪 に と も な う 被 害 者 の 初 診 料 ・ 検 査 料 ・ 診 断 書 料 。 遺

体 搬 送 費 用 ・ 転 居 費 用 な ど の 補 助

○ 同 一 加 害 者 か ら 被 害 を 受 け な い た め の 安 全 確 保 措 置

詳 し く は お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

「 群 馬 銀 行 環 境 財 団 賞 」

　 群 馬 銀 行 環 境 財 団 で は 、 自 然

環 境 の 保 全 活 動 お よ び 調 査 研 究

に つ い て 優 れ た 業 績 を あ げ た 団

体 や 個 人 な ど を 支 援 し て い ま

す 。 今 年 度 も 次 の と お り 募 集 し

ま す の で 、 ご 応 募 く だ さ い 。

テ ー マ ▼

① 地 球 環 境 や 生 態 系 を 守 る た め

の 身 近 な 実 践 活 動 、 研 究 、 提

案 な ど

② 省 エ ネ ・ リ サ イ ク ル に 関 す る

実 践 活 動 、 提 案 な ど

応 募 資 格 ▼ 県 内 の 営 利 を 目 的 と

す る 事 業 活 動 を 行 わ な い 法 人 ・

団 体 お よ び 個 人

※ 学 校 に つ い て は 、 「 群 馬 銀 行

環 境 財 団 教 育 賞 」 が あ る た め 、

表 彰 の 対 象 か ら 除 き ま す が 、

学 校 関 係 者 の 応 募 は 可 能 で す

応 募 期 限 ▼ 12 月 ６ 日 （ 月 ）

問 合 せ ▼ （ 財 ） 群 馬 銀 行 環 境 財

団 事 務 局 （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ５ ５

－
６ １ ６ ０ ）

※ 応 募 方 法 な ど 詳 し く は お 問 い

合 わ せ く だ さ い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

守
っ
て
防
い
で

　
清
水
博
さ
ん
が
10
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、

人
権
擁
護
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月
の
人
権
相
談
や
啓
発
活
動

を
行
な
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
日
常
生

活
の
中
で
、
人
権
問
題
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

清 水 博 さ ん （ 再 任 ）

問 合 せ ▼ 群 馬 県 警 察 本 部 広 報 広 聴 課

　 　 　 　 （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ４ ３

－

０ １ １ ０　 内 線 ２ １ ５ ４ ）

オ ウ ム 真 理 教オ ウ ム 真 理 教

　 　 犯 罪 被 害 者 等 給 付 金 に つ い て　 　 犯 罪 被 害 者 等 給 付 金 に つ い て

オ ウ ム 真 理 教オ ウ ム 真 理 教

　 　 犯 罪 被 害 者 等 給 付 金 に つ い て　 　 犯 罪 被 害 者 等 給 付 金 に つ い て

オ ウ ム 真 理 教

　 　 犯 罪 被 害 者 等 給 付 金 に つ い て

　 オ ウ ム 真 理 教 犯 罪 被 害 者 等 給 付 金 は 、 オ ウ ム 真 理 教 に よ る

犯 罪 に よ っ て 亡 く な ら れ た 人 の ご 遺 族 、 障 害 が 残 っ た 人 お よ

び 傷 病 を 負 っ た 人 に 対 し て 、 国 か ら 給 付 金 が 支 給 さ れ る も の

で す 。

申 請 期 限 ▼ 12 月 17 日 （ 金 ）

※ や む を 得 な い 理 由 に よ り 、 こ の 期 間 内 に 申 請 す る こ と が で

き な か っ た と き は 、 そ の 理 由 が や ん だ 日 か ら ６ カ 月 以 内 に 限

り 、 申 請 が 可 能 で す

そ の 他 ▼ 既 に 申 請 の 開 始 か ら 相 当 の 期 間 が 経 過 し て い る こ と

か ら 、 心 当 た り が あ る 人 や 申 請 に 関 し て ご 質 問 な ど が あ る 人

は お 早 め に 連 絡 を お 願 い し ま す 。

市
内
幼
稚
園
紹
介
パ
ネ
ル
展
示

市
内
幼
稚
園
紹
介
パ
ネ
ル
展
示

市
内
幼
稚
園
紹
介
パ
ネ
ル
展
示

　
市
内
各
幼
稚
園
で
は
各
園
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。各
園
の
活
動
を
知
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▼11
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）　
本
庁
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
　
  1
1月
15
日（
月
）～
26
日（
金
）　
支
所
１
階
ホ
ー
ル
　
　

　
　
　
　
　
  時
間
は
両
会
場
と
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
  ※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す

問
合
せ

▼安
中
市
私
立
幼
稚
園
協
会（
担
当
：
赤
心
幼
稚
園
　
☎
３
８
５
－
６
６
６
２
）

国
税
庁

検
　
索



給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
１
１
月
１
日
～
１
２
月
１
５
日
）

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

●
行
政
相
談

本
庁
　
11
/4
・
18
　
12
/2
　
9時
～
12
時

支
所
　
11
/1
　
12
/6
　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
11
/5
・
19
　
12
/3
　
13
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
11
/1
8　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　
　
12
/6
　
13
時
30
分
～
16
時
（
特
設
相
談
）

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
11
/1
2　
12
/1
0　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
11
/2
・
16
　
12
/7
　
13
時
30
分
～
16
時

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
介
護
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
・
支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
11
11
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

相
  談
  案
  内

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

38
2-
28
91

38
1-
23
22

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

オ
オ
カ
ワ
ラ
住
器

反
町
備
工

第
一
設
備
工
業
㈲

㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47

38
2-
19
87

39
3-
34
20

38
5-
87
69

38
2-
52
62

Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
11
/2
・
16
　
12
/7

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
11
/9
・
24
　
12
/1
4

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
11
/2
・
9・
16
・
24
・
30
　
12
/7
・
14

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
/2・
4・
9・
16
・
23
・
24
・
29
※・
30
　
12
/7・
14

文
化
会
館
　
　
　
　
　
11
/1
・
8・
15
・
22
・
29
・
30
　
12
/6
・
13

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
11
/2
・
9・
16
・
24
・
30
　
12
/7
・
14

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
/1・
4・
8※
・
15
・
22
※・
24
・
29
※
　
12
/6・
13

学
習
の
森
　
　
　
　
　
11
/2
・
4・
9・
16
・
24
・
30
　
12
/7
・
14

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
11
/1
・
4・
8・
15
・
22
・
24
・
29

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
/6
・
13

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

曜
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

行
　
　
事
　
　
名

●
安
中
市
菊
花
大
会（
～
20
日
）

　
磯
部
公
園

●
安
政
遠
足
峠
く
だ
り

●
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～

●
高
崎
市
等
広
域
婦
人
防
火
研
修
会

　
西
毛
総
合
運
動
公
園
　
8:
45
～

●
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
講
座

　
学
習
の
森
　
9:
30
～
11
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～

●
企
画
展
連
続
講
座

　「
戦
国
期
の
安
中
氏
の
動
向
」

　
学
習
の
森
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
文
化
会
館
　
13
:3
0
～

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
支
所
　
13
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
歩
く
健
康
づ
く
り
大
会

　（
要
申
込
）　
8:
30
～
12
:0
0

●
歴
史
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:3
0

●
竹
細
工
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
展

　
安
中
体
育
館
9:
00
～
16
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

日 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1

曜
日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
展

　
安
中
体
育
館
　
9:
00
～
16
:0
0

●
市
民
展

　
安
中
体
育
館
　
9:
00
～
16
:0
0

●
写
仏
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
展

　
安
中
体
育
館
　
9:
00
～
16
:0
0

●
竹
細
工
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
展

　
安
中
体
育
館
　
9:
00
～
16
:0
0

●
市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　
9:
00
～

●
市
民
展

　
安
中
体
育
館
　
9:
00
～
16
:0
0

●
農
業
委
員
会
総
会

　
本
庁
　
11
：
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
歴
史
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
D
EE
P 
 L
IV
E 
 T
O
U
R 
 2
01
1

　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

　
文
化
会
館
　
10
:0
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
青
少
年
健
全
育
成
市
民
の
つ
ど
い

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～

●
企
画
展
連
続
講
座

　「
中
世
の
土
鍋
再
考
」

　
学
習
の
森
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
竹
細
工
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
開
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動（
～
10
日
）

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
1
～
3
月
）

　
旧
安
中
市
屋
外
施
設

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
18
:3
0
～

　
旧
松
井
田
町
屋
内
外
施
設

　
支
所
　
18
:3
0
～

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
１
月
１
日
→
１
２
月
１
５
日

１
１
月
１
日
→
１
２
月
１
５
日

健
康
通
信

　
11・
12
月
は
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
の
集
団
検
診
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
の
個
別
検
診
も
引
き
続
き
実

施
中
で
す
。ど
の
検
診
も
申
込
者
に
対
し
て
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ

ま
す
。日
時
・
会
場
な
ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い

人
で
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１１
１１
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

11
月
７
・
21
日
（
日
）　
12
月
５
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

曜
日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

日 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

行
　
　
事
　
　
名

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
「人
権啓

発フ
ェス
ティ
バル

in
安中
」（人
権
教育

講
演会
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:3
0
～

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
1
～
3
月
）

　
旧
安
中
市
屋
内
施
設

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
18
:3
0
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
小
学
生
駅
伝
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
8:
30
～

●
新
春
映
画
鑑
賞
会

　「
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
」

　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
　
　
文
化
会
館
　
9:0
0
～

●
歴
史
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
家
族
の
日
大
会

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
竹
細
工
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
福
祉
民
生
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
写
仏
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
竹
細
工
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

　
伊
香
保
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
15
:0
0
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
閉
会（
予
定
）　
9:
00
～

１
１
月

１
２
月

※
第
４
回
安
中
市
議
会
定
例
会
一
般
質
問
は
８
日（
水
）に
全
質
問
が
終
了
し
た
場
合
、９
日（
木
）は
休
会
と
な
り
ま
す
。

※
毎
週
月
曜
日
は
市
民
交
通
安
全
日
、毎
月
１
日
は
県
民
交
通
安
全
日
で
す

２６
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
１１
月
号

２７
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

Ｈ
・
Ｊ
・
Ｑ

Ａ
・
Ｉ
・
Ｏ

Ｆ
・
Ｍ
・
Ｐ

Ｃ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ｔ
・
Ｖ
・
Ｗ

Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｗ

Ｔ
・
Ｖ
・
Ｚ

Ｕ
・
Ｘ
・
Ｙ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｗ

Ｄ
・
Ｒ
・
Ｚ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｗ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｚ

Ｄ
・
Ｒ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｗ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｚ

Ｄ
・
Ｒ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｗ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｚ

Ｄ
・
Ｒ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｅ
・
Ｎ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日１
２
月

１
１
　
　
　
　
月
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チ
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ウ
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ク
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サ
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２
・
４
・
９
・
16
・
24
・
30
日

７
・
14
・
21
・
24
・
28
・
29
・
30
・
31
日

１
・
２
・
３
・
４
・
11
・
12
・
18
・
25
日

11
月

12
月

１
月

　

10
月
22
日
（
金
）
か
ら
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
で
は
開
館
10
周
年

記
念
企
画
展「
西
上
州
の
中
世
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
は
、

安
中
市
の
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
安
中
氏
が
活
躍
し
た
中
世
に
焦
点
を
あ

て
、
安
中
市
内
に
伝
わ
る
中
世
文
書
や
中
世
の
出
土
遺
物
を
展
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
西
上
州
の
中
世
に
迫
り
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
展
関
連
講
座
と
し
て
、
連
続
講
座
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
「
広
報
あ
ん
な
か
」
10
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
10
月
22
日
（
金
）
〜
平
成
23
年
１
月
30
日
（
日
）

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

観
覧
料
▼
一
般　

１
０
０
円
・
団
体
（
20
人
以
上
）
80
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

無
料

休
館
日
▼

門 倉 有 希

　
「
ふ
た
り
の
ウ
タ
ヒ
メ
」
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
彼
女
た
ち

の
歌
声
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
多
く
の
演
歌
フ
ァ
ン
を
魅
了
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
12
月
18
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
・
５
時
〜
（
開
場
各
30
分
前
）

場
所
▼
安
中
市
松
井
田
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

前
売
３
，
５
０
０
円　

当
日
４
，
０
０
０
円

※

チ
ケ
ッ
ト
は
松
井
田
文
化
会
館
・
安
中
市
文

化
セ
ン
タ
ー
・
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

の
各
窓
口
で
好
評
発
売
中

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当
日
券
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん

※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼
安
中
市
松
井
田
文
化
会
館

　
　
　
　
（
☎
３
９
３

－

４
４
０
０
）

『
中
島
ノ
ブ
ユ
キ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

／

　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト
〝
〜
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
〜
〞
』 中島ノブユキ

　

本
市
出
身
で
、
映
画
『
人
間
失
格
』
の
音
楽
を
手
掛
け
、
大
き
な
注
目
を
浴
び

る
気
鋭
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
「
中
島
ノ
ブ
ユ
キ
」
の
凱
旋
公
演
が
遂
に
実
現
。
一
夜
限

り
の
凱
旋
コ
ン
サ
ー
ト
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
12
月
19
日
（
日
）
午
後
５
時
30
分
〜
（
開
場
：
午
後
５
時
）

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定　

２
，
０
０
０
円
（
税
込
）

※

文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
好
評
発
売
中
、
電
話

で
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す

※
未
就
学
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
３
８
１

－

０
５
８
６
）


